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【糸満ハーレー】

　
沖
縄
農
業
の
課
題
は
多
く
の
識
者

に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
す
で

に
語
り
尽
く
さ
れ
た
感
も
あ
る
。
基

本
的
に
は
こ
れ
ら
の
論
旨
は
有
効
で

あ
る
が
、
昨
今
の
社
会
情
勢
の
変
化

と
技
術
の
発
達
は
早
く
、
新
た
な
課

題
も
表
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の

一
部
と
し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
に
着
目

し
た
沖
縄
農
業
の
新
た
な
挑
戦
課
題

に
つ
い
て
随
想
風
に
述
べ
て
み
た
い
。

　
経
済
が
長
期
低
迷
す
る
中
で
、
地

域
経
済
の
再
生
が
重
要
で
あ
る
こ
と

が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
沖
縄
で
は
好

調
な
観
光
が
牽
引
車
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
が
、
本
質
的
に
は
農
業
の

活
性
化
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

沖
縄
農
業
の
置
か
れ
た
厳
し
い
状
況

を
踏
ま
え
る
と
、
そ
の
実
現
は
決
し

て
容
易
で
は
な
く
、
真
剣
な
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
に
つ
い
て
は
閉
塞
感
を

拭
い
得
ず
、
新
し
い
変
革
を
も
た
ら

す
“
何
か
”
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。

　
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
“
バ
イ
オ
マ

ス
”
と
し
て
の
視
点
か
ら
サ
ト
ウ
キ

ビ
を
見
直
し
て
み
る
。
バ
イ
オ
マ
ス

は
“
生
物
量
”
と
訳
さ
れ
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
原
料
と
な
る
も
の
を
指
す
が
、

生
物
由
来
の
有
機
資
源
の
総
称
と
し

て
下
水
汚
泥
な
ど
意
外
な
も
の
も
含

ん
で
い
る
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
時
に

石
油
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と
つ

と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
が
注
目
さ
れ
た

こ
と
を
記
憶
さ
れ
て
い
る
方
も
少
な

く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
原
油

価
格
の
安
定
化
と
と
も
に
研
究
開
発

に
関
す
る
意
欲
と
情
熱
は
あ
え
な
く

霧
散
し
て
し
ま
っ
た
。
最
近
、
温
暖

化
対
策
と
し
て
「
バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ

ッ
ポ
ン
総
合
戦
略
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
そ
の
本
格
的
な
活
用
が
始
ま
り

つ
つ
あ
る
。
今
度
は
ブ
ー
ム
で
は
終

わ
ら
せ
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
バ
イ
オ
マ
ス
を
燃
焼
さ
せ
る
と

Ｃ
Ｏ
２

は
大
気
中
に
帰
る
が
、
総
量

の
増
減
は
な
い
の
で
こ
の
性
質
を
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
呼
ん
で
い

る
。
こ
れ
を
利
用
し
て
の
化
石
燃
料

と
代
替
に
よ
っ
て
排
出
量
の
削
減
を

図
る
こ
と
を
骨
子
と
し
て
い
る
。
“
総

合
戦
略
”
は
こ
れ
だ
け
で
な
く
未
利

用
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
様
々
な
資
材
・

原
料
と
し
て
付
加
価
値
を
付
け
て
多

段
階
に
利
用
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

利
用
価
値
で
見
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
は
最
下
位
に
あ
り
、
地
域
の
特
性

と
バ
イ
オ
マ
ス
の
種
類
な
ど
に
応
じ

た
活
用
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
・
産
業
の

創
出
・
技
術
力
の
向
上
に
貢
献
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
年
の
大
量
消
費
文

明
は
島
嶼
社
会
に
も
多
様
な
物
資
を

流
入
さ
せ
、
ま
た
、
生
産
性
を
高
め

る
た
め
に
大
量
の
生
産
資
材
が
投
入

さ
れ
て
い
る
。
大
量
の
廃
棄
物
は
環

境
に
甚
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
で
て
い
る
。
美
し
い
環
境
の
中
で

健
や
か
に
生
活
す
る
た
め
に
は
、
バ

イ
オ
マ
ス
に
属
す
る
生
活
廃
棄
物
や

生
産
廃
棄
物
を
資
源
化
す
る
と
と
も

に
無
害
処
理
を
行
う
合
理
的
な
管
理

シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
。

　
筆
者
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
の
優
れ
た
バ
イ
オ
マ
ス
生
産

能
力
に
注
目
し
、
バ
ガ
ス
を
炭
化
し

て
Ｃ
Ｏ
２

を
永
久
に
固
定
化
し
、
生

成
さ
れ
る
炭
や
酢
液
を
多
段
階
に
利

用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
き
た
。

バ
ガ
ス
炭
を
土
壌
改
良
材
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
キ
ビ
が
増
産

し
、
Ｃ
Ｏ
２

の
固
定
量
を
さ
ら
に
増

加
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。
バ
ガ
ス
炭

は
、
土
壌
改
良
材
と
し
て
効
果
を
発

揮
し
、
キ
ビ
の
増
産
が
地
球
環
境
の

改
善
に
つ
な
が
り
、
生
産
と
環
境
と

の
調
和
が
可
能
と
な
る
。
昨
今
の
食

の
安
全
・
安
心
を
求
め
る
声
に
応
え

る
高
品
質
農
産
物
の
生
産
に
は
有
機

農
業
の
展
開
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ

こ
で
必
要
と
な
る
有
機
資
材
も
地
産

地
消
が
求
め
ら
れ
、
供
給
体
制
の
整

備
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
総
合
し
た
“
バ
イ
オ
・

エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
”
は
、
バ
イ
オ
マ

ス
の
有
効
利
用
に
よ
っ
て
環
境
保
全

を
実
現
す
る
「
バ
イ
オ
・
エ
コ
シ
ス

テ
ム
」
と
、
I
T
利
用
に
よ
る
高
度

農
業
生
産
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
「
デ

ー
ジ
フ
ァ
ー
ム
」
を
融
合
し
、
“
美

し
い
島
で
元
気
よ
く
暮
ら
す
！
”
社

会
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

単
な
る
絵
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、

今
回
、
宮
古
島
に
お
い
て
“
農
林
水

産
バ
イ
オ
リ
サ
イ
ク
ル
研
究
（
平
成

十
六
〜
十
八
年
度
）
”
の
実
施
が
決

ま
り
、
そ
の
実
現
に
大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。
泡
盛
と
諸
味
酢
と
の

関
係
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
副
産
物
に

価
値
が
つ
く
時
代
で
あ
る
。
バ
イ
オ

マ
ス
を
核
と
し
た
二
十
一
世
紀
型
地

域
社
会
の
構
築
に
向
け
た
新
し
い
沖

縄
農
業
の
挑
戦
に
期
待
し
た
い
。
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築
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縄
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未
利
用
国
有
地
の
売
却
に
つ
い
て

「
貸
金
業
者
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
渇
水
に
つ
い
て

一
般
国
道
三
二
九
号
石
川
バ
イ
パ
ス
の
部
分
四
車
線
供
用
に
つ
い
て

一
般
国
道
三
三
一
号
豊
見
城
道
路
部
分
暫
定
供
用
開
始
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ウ
ォ
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タ
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フ
ロ
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シ
ン
ポ
ジ
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in

沖
縄
」
開
催

「
海
辺
の
自
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学
校
」
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縄
三
箇
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催
！
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部

】
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】
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】

【
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券
仲
介
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入

土
地
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合
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務
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伊
江
支
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開
設

「
久
米
島
新
家
畜
市
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」
が
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せ
エ
ジ
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！
「
発
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の
日
子
ど
も
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」
開
催

改
正
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部
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産
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3
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開
発
建
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部

　毎年旧暦の5月4日に海人（う

みんちゅ）の町として有名な

沖縄南部にある糸満では、糸

満漁港中地区内で、海の恵み

に感謝し、より一層の「大漁」

と「航海安全」を祈願して、ハ

ーレーが行われます。

　糸満ハーレーは、一週間前

に港を見下ろすサンティンモ

ーでハーレー鉦を打ち鳴らす

ことに始まり、当日の朝、ノロ（巫

女）達とハーレーに参加する

代表者達、世話人達がサンテ

ィンモーでウガン（御願）した

後に、サバニと呼ばれる漁船

でハーレーを開始します。　

【
内
閣
府
】
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縄
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今
の
食

の
安
全
・
安
心
を
求
め
る
声
に
応
え

る
高
品
質
農
産
物
の
生
産
に
は
有
機

農
業
の
展
開
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ

こ
で
必
要
と
な
る
有
機
資
材
も
地
産

地
消
が
求
め
ら
れ
、
供
給
体
制
の
整

備
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
総
合
し
た
“
バ
イ
オ
・

エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
”
は
、
バ
イ
オ
マ

ス
の
有
効
利
用
に
よ
っ
て
環
境
保
全

を
実
現
す
る
「
バ
イ
オ
・
エ
コ
シ
ス

テ
ム
」
と
、
I
T
利
用
に
よ
る
高
度

農
業
生
産
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
「
デ

ー
ジ
フ
ァ
ー
ム
」
を
融
合
し
、
“
美

し
い
島
で
元
気
よ
く
暮
ら
す
！
”
社

会
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

単
な
る
絵
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、

今
回
、
宮
古
島
に
お
い
て
“
農
林
水

産
バ
イ
オ
リ
サ
イ
ク
ル
研
究
（
平
成

十
六
〜
十
八
年
度
）
”
の
実
施
が
決

ま
り
、
そ
の
実
現
に
大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。
泡
盛
と
諸
味
酢
と
の

関
係
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
副
産
物
に

価
値
が
つ
く
時
代
で
あ
る
。
バ
イ
オ

マ
ス
を
核
と
し
た
二
十
一
世
紀
型
地

域
社
会
の
構
築
に
向
け
た
新
し
い
沖

縄
農
業
の
挑
戦
に
期
待
し
た
い
。

琉球大学農学部教授

上野　正実

12461011121314151618
I
D
B
沖
縄
総
会
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ス
タ
ー
ト
！

O
K
I
N
A
W
A
型
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
）
の
進
展

快
適
な
道
路
を
目
指
し
て

み
ん
な
で
築
く
美
ら
島
・
う
ま
ん
ち
ゅ
の
道

モ
ノ
レ
ー
ル
と
高
速
バ
ス
連
携
に

　
係
わ
る
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
社
会
実
験
に
つ
い
て

20

沖
縄
の
次
代
を
担
う
若
者
に
夢
を
与
え
る
雇
用
を
！

21
お
知
ら
せ
﹇
I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N
﹈

バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た
沖
縄
農
業
の
新
た
な
挑
戦

琉
球
大
学
農
学
部
教
授

上
野
　
正
実

未
利
用
国
有
地
の
売
却
に
つ
い
て

「
貸
金
業
者
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
渇
水
に
つ
い
て

一
般
国
道
三
二
九
号
石
川
バ
イ
パ
ス
の
部
分
四
車
線
供
用
に
つ
い
て

一
般
国
道
三
三
一
号
豊
見
城
道
路
部
分
暫
定
供
用
開
始

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in

沖
縄
」
開
催

「
海
辺
の
自
然
学
校
」
沖
縄
三
箇
所
で
開
催
！

県
内
の
離
島
航
路
事
業
の
現
状
に
つ
い
て

【
財
務
部
】

【
財
務
部
】

【
開
発
建
設
部

】

【
開
発
建
設
部

】

【
総
務
部
】

【
財
務
部
】

【
農
林
水
産
部

】

【
農
林
水
産
部

】

【
経
済
産
業
部

】

【
運
輸
部
】

【
開
発
建
設
部

】

【
開
発
建
設
部

】

【
運
輸
部
】

竹
林
義
久
新
局
長
が
職
員
へ
就
任
挨
拶

証
券
仲
介
業
制
度
の
導
入

土
地
改
良
総
合
事
務
所
伊
江
支
所
開
設

「
久
米
島
新
家
畜
市
場
」
が
竣
工

め
ざ
せ
エ
ジ
ソ
ン
！
「
発
明
の
日
子
ど
も
フ
ェ
ア
」
開
催

改
正
S
O
L
A
S
条
約
・
I
S
P
S
コ
ー
ド
に
関
す
る
説
明
会
に
つ
い
て

【
そ
の
1
】
財
務
部

【
そ
の
2
】
経
済
産
業
部

【
そ
の
3
】
開
発
建
設
部

　毎年旧暦の5月4日に海人（う

みんちゅ）の町として有名な

沖縄南部にある糸満では、糸

満漁港中地区内で、海の恵み

に感謝し、より一層の「大漁」

と「航海安全」を祈願して、ハ

ーレーが行われます。

　糸満ハーレーは、一週間前

に港を見下ろすサンティンモ

ーでハーレー鉦を打ち鳴らす

ことに始まり、当日の朝、ノロ（巫

女）達とハーレーに参加する

代表者達、世話人達がサンテ

ィンモーでウガン（御願）した

後に、サバニと呼ばれる漁船

でハーレーを開始します。　

【
内
閣
府
】



残
暦
盤
点
灯
式

（
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
）

今
後
の
取
り
組
み 

Ｉ
Ｄ
Ｂ
リ
マ
総
会

　
去
る
四
月
九
日
、
Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
会
開
催
を
一

年
後
に
控
え
、
県
庁
一
階
の
県
民
ホ
ー
ル
に

残
暦
盤
が
設
置
さ
れ
、
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
沖
縄
総
合
事
務
局
か
ら
は
、
竹
林
局

長
が
出
席
し
、
稲

嶺
県
知
事
、
仲
井

真
沖
縄
県
商
工
会

議
所
連
合
会
会
長
、

松
本
沖
縄
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ

ュ
ー
ロ
ー
会
長
、

小
禄
沖
縄
懇
談
会

代
表
幹
事
と
共
に

点
灯
式
の
ス
イ
ッ

チ
を
押
し
ま
し
た
。

稲
嶺
知
事
は
挨
拶

の
中
で
、
沖
縄
を

Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の

機
会
だ
と
し
て
、

成
功
に
向
け
て
県
民
挙
げ
た
取
り
組
み
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

   

　
今
年
の
Ｉ
Ｄ
Ｂ
・
Ｉ
Ｉ
Ｃ
年
次
総
会
は
、

リ
マ
市
の
国
立
博
物
館
で
三
月
二
十
九
〜
三

十
一
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｄ

Ｂ
に
加
盟
し
て
い
る
全
四
十
六
カ
国
か
ら
財

務
大
臣
、
中
央
銀
行
総
裁
、
金
融
関
係
者
、

報
道
関
係
者
等
約
五
千
人
が
参
加
し
、
日
本

か
ら
は
山
本
副
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
政
府

代
表
団
の
他
、
次
回
総
会
開
催
地
の
Ｐ
Ｒ
活

動
の
た
め
に
、
沖
縄
か
ら
も
稲
嶺
沖
縄
県
知

事
を
団
長
と
す
る
歓
迎
団
と
奥
山
Ｉ
Ｄ
Ｂ
沖

縄
総
会
開
催
実
行
委
員
会
事
務
局
長
を
団
長

と
す
る
調
査
団
の
総
勢
六
十
四
名
が
総
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
山
本
副
大
臣
は
総
務
演
説
の
最
後
に
日
系

人
が
日
本
と
中
南
米
地
域
の
掛
け
橋
と
な
っ

て
中
南
米
各
国
の
経
済
社
会
発
展
に
貢
献
し

て
き
た
点
に
つ
い
て
触
れ
、
「
南
国
沖
縄
で
、

来
年
四
月
に
皆
様
方
と
再
会
で
き
る
こ
と
を

心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
演

説
を
結
ん
で
、
総
会
参
加
者
に
次
年
度
開
催

地
沖
縄
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
総
会
会
場

の
入
口
付
近
に
は
、
次
年
度
開
催
地
で
あ
る

沖
縄
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、

会
場
に
出
入
り
す
る
人
々
の
目
を
引
き
ま
し

た
。
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
琉
球
舞
踊
や
獅
子
舞
の

演
舞
が
披
露
さ
れ
た
他
、
集
ま
っ
た
人
々
に

泡
盛
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
か
ら
の

唯
一
の
加
盟
国
で
あ
る
日
本
で
の
開
催
は
、

前
回
の
名
古
屋
総
会
か
ら
数
え
て
十
四
年
ぶ

り
に
な
り
ま
す
。
異
国
、
沖
縄
に
対
す
る
人
々

の
関
心
は
非
常
に
高
く
、
そ
れ
は
三
十
日
に

開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
や
、
同
日
夕
方
行
わ

れ
た
県
知
事
主
催
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の

盛
況
振
り
か
ら
も
伺
え
ま
し
た
。

　
会
議
ま
で
一
年
弱
と
な
り
、
総
会
へ
の
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
も
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
本
格
的
に
沖
縄
に
お
け
る
Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
会
開

催
に
向
け
て
準
備
が
進
ん
で
行
き
ま
す
。
五

月
に
は
イ
グ
レ
シ
ア
ス
Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
裁
が
訪
沖

さ
れ
た
他
、
Ｉ
Ｄ
Ｂ
の
役
割
や
沖
縄
か
ら
見

る
国
際
交
流
・
人
的
貢
献
の
意
義
等
を
県
民

の
方
々
に
広
く
理
解
し
て
頂
け
る
よ
う
、
七

月
に
は
一
般
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
予

定
で
す
（
開
催
地
未
定
）
。
サ
ミ
ッ
ト
に
続

く
最
大
規
模
の
国
際
会
議
で
あ
る
Ｉ
Ｄ
Ｂ
沖

縄
総
会
の
成
功
は
、
今
後
、
沖
縄
に
国
際
交

流
拠
点
と
し
て
の
地
位
を
定
着
さ
せ
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
更
な
る

発
展
を
も
た
ら
す
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
会
を
成
功
に
導
く
た
め
に
も
、
多
く
の
方
々

の
よ
り
一
層
の
協
力
が
不
可
欠
に
な
っ
て
き

ま
す
。

○総会に先立つ 3月 5 日、沖縄総

会のロゴマークが決定しました。

ＩＤＢ沖縄総会のロゴマークは「シ

ーサー」がモチーフになっており、

アジアの中の沖縄で行われる会議

であることが一目で認識できるよ

うに表現されています。このシー

サーを総会のロゴとして力強く描

くことで沖縄総会の重厚感を演出し、

またシーサーから発せられる気炎

はＩＤＢ総会の主役である南北ア

メリカ大陸を表しています。沖縄

の守り神「シーサー」が会議の無

事を見守り、成功へ導くよう願い

が込められています。シーサーの

左下はＩＤＢ（米州開発銀行）、右

下はＩＩＣ（米州投資公社）のロ

ゴマークとなっており、英文字は「年

次総会」と記されています。

点灯式

リマ市にある国立博物館

開会式で演説するイグレシアスＩＤＢ総裁（Photo:Anibal�solimano,IDB.）

沖縄ＰＲブース

※ロゴマークとあわせてIDB沖縄総会のHPも完成しました。こちらもあわせて御覧下さい。

県知事主催レセプションの様子

総務演説を行う山本副大臣

沖縄総会ロゴマーク



課題解決に向けた
専門家派遣

【課題例】

・経営戦略を基にした情報化
・技術的課題解決　等

サポート金融会議

【銀行主催のサポート会議】
�会員企業の事業計画
�プレゼンに対する
�金融支援

・HPを活用したイベント、
�技術動向の情報を提供

【セミナーの開催】

・循環型社会形成を目指した
フォーラムの開催や
「食の安全・安心」に
係る情報を提供

産学マッチング 具体的な研究開発案件等
に対する各種助成制度 ・大学の技術シーズ紹介

・新商品開発に向けた研究会
　・産学官交流サロン
　　・サテライトプラザ
　　　・個別研究会

・地域新生コンソーシアム制度
・地域新規産業補助金
・創造技術研究開発補助金　等

販路開拓

・市場ニーズ調査等の
�情報提供や研修事業を実施

中核的　研究会
　企業の共通課題　解決やビジネスの
目出し等を目的　とした事業活動

沖縄薬草利用研究会

・薬草の多目的かつ高度
�利用を進めるための
�連携促進を図る事業活動

オープンソース委員会

・オープンソース・ソフトウェアの
�普及・導入にあたっての
�新たな技術や製品の
�開発を目指した事業活動

は
じ
め
に

　
経
済
産
業
部
で
は
、
地
域
を
支
え
世
界
に
通
用
す
る
産

業
集
積
（
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
）
の
形
成
を
図
り
、
沖
縄
経
済

の
活
性
化
を
目
指
す
「
O
K
I
N
A
W
A
型
産
業
振
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
平
成
十
三
年
度
か
ら
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
当
初
、
約
百
企
業
、
一
大
学
で
ス
タ
ー
ト
し
た
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
現
在
で
は
約
一
五
二
企
業
、
三
大
学
等
ま

で
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
七
月
に
は
産
業
ク

ラ
ス
タ
ー
計
画
を
資
金
面
で
支
援
す
る
た
め
地
元
金
融

機
関
に
よ
る
「
沖
縄
地
区
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
金

融
会
議
」
も
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
か
ら
今
年
度
で
四
年
目
を
迎

え
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
を
御
紹
介
し
ま
す
。

　
経
済
産
業
省
が
地
域
経
済
の
再
生
の
た
め

に
全
国
で
展
開
し
て
い
る
バ
イ
オ
や
I
T

等
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
形
成
す
る
十
九
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
、
沖
縄
に
お
い

て
は
、
保
有
資
源
や
政
策
投
資
等
の
面

か
ら
高
い
成
長
が
期
待
で
き
る

◎�

健
康
関
連
産
業

◎�

環
境
関
連
産
業

◎�

情
報
関
連
産
業

◎�

加
工
交
易
型
産
業 

の
四
つ
を
戦
略
的
産
業
分
野

と
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

O
K
I
N
A
W
A
型
産
業
振

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
れ

ら
の
企
業
群
と
産
学
官
の

広
域
的
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
を
図
り
、か
つ
、

総
合
的
・
効
果
的
に
施
策

を
投
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
沖
縄
地
域
経
済
を
牽
引
す
る

世
界
に
通
用
す
る
企
業
群
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
組
織
と
し
て
、
平
成
十
四
年
四

月
に
「
O
K
I
N
A
W
A
型
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
会
長�

翁
長
健
治
琉
球
大
学
名
誉
教

授
）
」
を
設
立
し
、
各
分
野
の
企
業
を
代
表
す
る
メ
ン
バ
ー

に
よ
り
運
営
委
員
会
を
設
置
し
、（
財
）
南
西
地
域
産
業
活

性
化
セ
ン
タ
ー
に
事
務
局
を
置
い
て
い
ま
す
。

  

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
以
下
の
よ
う

な
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

一
、�

企
業
訪
問

　
経
済
産
業
部
職
員
が
こ
れ
ま
で
に
述
べ
約
三
百
八
十

社
の
会
員
企
業
を
訪
問
し
て
、様
々
な
課
題
等
に
つ
い
て
、

最
善
の
解
決
策
を
探
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
企
業
の
要

望
を
受
け
、
専
門
家
の
派
遣
及
び
会
員
企
業
間
の
マ
ッ
チ

ン
グ
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

二
、�

産
学
官
連
携
の
推
進

　
企
業
、県
内
外
大
学
、沖
縄
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、（
株
）

ト
ロ
ピ
カ
ル
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
、（
財
）
沖
縄
県
産
業
振
興

公
社
等
で
構
成
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
技

術
・
人
材
・
ビ
ジ
ネ
ス
等
の
各
種
情
報
の
提
供
や
課
題
解

決
の
た
め
の
研
究
会
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
一�

中
核
的
研
究
会
活
動

　
◎
沖
縄
薬
草
利
用
研
究
会

　
沖
縄
薬
草
利
用
研
究
会
（
座
長�

下
地
清
吉
﹇
（
有
）
沖
縄

長
生
薬
草
本
社
社
長
﹈
）
は
、
多
種
多
様
な
薬
草
を
健
康
食

品
、
化
粧
品
、
医
薬
品
分
野

等
へ
の
幅
広
い
産
業
利
用

を
図
る
た
め
、
大
学
等
か
ら

の
シ
ー
ズ
提
供
、
会
員
企
業

か
ら
の
ニ
ー
ズ
発
表
、
支
援

機
関
の
専
門
家
に
よ
る
報
告

等
（
七
回
）
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

◎
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス

　�

委
員
会

　
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
委
員
会
（
委

員
長�

宮
城
隼
夫
琉
球
大
学
工
学
部

部
長
）
は
、
特
定
企
業
に
よ
る
制
約
を

受
け
な
い
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
導
入
・
利
用
を
促
す
た
め
、
オ

ー
プ
ン
ソ
ー
ス
講
演
会
を
開
催
（
三
回
）

し
ま
し
た
。

●
二�

技
術
研
究
開
発
支
援 

　
地
域
新
生
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
研
究
開
発
事
業

へ
の
提
案
を
目
指
す
研
究
開
発
案
件
の
質
的
向
上

を
図
る
た
め
、
産
業
技
術
動
向
調
査
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
十
五
年
度
は
産
学
官
で
構
成
す
る
個
別
研

究
グ
ル
ー
プ
が
八
件
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

●
三�

産
学
官
交
流
サ
ロ
ン

　
企
業
の
経
営
者
や
大
学
・
公
設
試
験
研
究
機
関
の
研
究

者
、
さ
ら
に
行
政
機
関
の
担
当
者
等
が
一
堂
に
会
し
て
、

技
術
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
動
向
等
に
つ
い
て
意
見
や
情
報
交
換

を
行
う
と
と
も
に
、
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
人
的

な
繋
が
り
を
促
進
す
る
た
め
の
場
を
定
期
的
に
提
供
し

て
い
ま
す
。

三
、�

専
門
家
派
遣
事
業

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報
、
商
品
開
発
・
製
造
、
販
路
開
拓
・
拡

充
な
ど
自
分
で
は
解
決
が
困
難
な
様
々
な
課
題
・
ニ
ー
ズ

に
つ
い
て
、
企
業
の
要
望
に
応
じ
て
専
門
家
を
派
遣
し
、

的
確
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
会
員
企
業
か
ら
の
要
請
に
よ
り
製
造
技
術

に
関
す
る
県
外
大
学
の
研
究
者
、
経
営
支
援
の
た
め
の

I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

の
専
門
家
を
派
遣
（
延
べ
で
約
百
三
十
回
）
し
ま
し
た
。

四
、�

販
路
開
拓
支
援
事
業

　
健
康
関
連
産
業
の
商
品
を
対
象
に
ノ
ウ
ハ
ウ
の
修
得

か
ら
実
践
に
至
る
ま
で
の
総
合
的
な
販
路
開
拓
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
や
、
大
都
市
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
販
路
開
拓
マ

ッ
チ
ン
グ
を
行
う
販
路
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま

し
た
。
十
九
企
業
が
参
加
し
、
既
に
数
社
の
商
談
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

五
、�

金
融
サ
ポ
ー
ト
支
援

　
沖
縄
地
区
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
金
融
会
議
に

お
い
て
、
融
資
を
希
望
す
る
会
員
企
業
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
の
発
表
を
行
い
、
数
社
の
融
資
相
談
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

六
、�

情
報
提
供

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
会
員
企
業
の
情
報
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

（
詳
し
く
はh

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
o
k
i
n
a
w
a
-
c
l
u
s
t
e
r
.
j
p
/

を
ご

覧
下
さ
い
。
）

　
ま
た
、
会
員
企
業
に
共
通
す
る
課
題
解
決
の
た
め
の
、

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
環
境
関
連
産
業

分
野
の
会
員
企
業
を
対
象
と
し
た
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
頬
繁
に
開
催
（
八
回
）
し
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ッ
チ
ン
グ
や
情
報
交
換
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
と
め

　
こ
の
よ
う
に
O
K
I
N
A
W
A
型
産
業
振
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
「
産
・
学
・
官
」
等
の
連
携
に
よ
る
研
究
開
発

や
新
商
品
開
発
が
行
わ
れ
る
な
ど
、「
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
」

の
形
成
を
目
指
し
た
各
種
事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更
な
る
拡
充
強
化
を
図
り
、

中
核
的
研
究
会
の
活
動
を
通
し
て
効
果
的
な
研
究
開
発

の
推
進
、
事
業
化
、
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
を
目
指
し
ま
す
。 

環境ビジネスフォーラム

簡易迅速検査研修会

産学官交流サロン

個別研究会

オープンソース委員会地域新生コンソーシアム委員会 沖縄薬草利用研究会

販路開拓実践プログラム

サポート金融会議ビジネスプラン発表会



沖
縄
の
道
路
整
備
に
対
し
て
、
県
民
の
満
足
・
不
満
の
程
度
を
調
べ
、

今
後
の
道
路
行
政
に
反
映
す
る
為
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
に
つ
い
て
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　アンケート調査を、このような規模と手法により実施したのは初めてであり、5千人以上からの回答

が得られ信頼性の高いデータと考えております。調査結果は毎年度策定する道路事業達成度報告書、

道路事業業績計画書に反映し、県民の満足度が向上するように努力していきたいと考えております。

国道58号の渋滞（浦添市内）

【現在の道路に対する満足度】

［満足度（5点満点）］

［満足していない順］
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3.522位�離島架橋の整備

21位�高速道路の整備

20位�道路の休憩施設

19位�道路の情報提供

18位�電線類の地中化

17位�道路周辺の景観

16位�排水性舗装

15位�カーブや坂の改良

14位�道路緑化

13位�案内標識

12位�国道・県道の整備

11位�道路の安全性

10位�車道の幅

9位�除草・清掃状況

8位�車の騒音

7位�生活道路の整備

6位�県民の意見の反映

5位�路面の凹凸状況

4位�歩道の改良状況

3位�歩道の設置状況

2位�路上工事の状況

1位�道路の混雑状況
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40.4

56.6

26.9

30.0

31.1

31.5沖縄県全体（2位）

那覇都市圏（2位）

中南部生活圏（2位）

北部生活圏（2位）

宮古生活圏（1位）

八重山生活圏（1位）

【電線類の地中化の優先項目回答率】

回答率（%）

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5

3.4

3.5

2.6

2.2

2.2

1.9

沖縄県全体（1位）

那覇都市圏（1位）

中南部生活圏（2位）

北部生活圏（4位）

宮古生活圏（22位）

八重山生活圏（22位）

【生活圏別満足度　道路の混雑状況】

満足度（5点満点）

歩道の未整備（具志頭村内）

那覇空港自動車道・豊見城IC

　
沖
縄
県
全
県
を
那
覇
都
市
圏
（
浦
添
市
、
宜

野
湾
市
、
豊
見
城
市
、
那
覇
市
、
西
原
町
、
南
風

原
町
）
、
中
南
部
生
活
圏
（
読
谷
村
、
具
志
川
市

以
南
）
、
北
部
生
活
圏
、
宮
古
生
活
圏
、
八
重
山

生
活
圏
の
五
生
活
圏
に
分
け
、
生
活
圏
別
分

析
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
道
路
に
対
す
る
満
足
度
で
一
番
低

い
「
道
路
の
混
雑
状
況
」
の
満
足
度
を
生
活
圏

別
に
み
る
と
、
那
覇
都
市
圏
の
満
足
度
が
一
・

九
と
一
番
低
く
、
宮
古
生
活
圏
、
八
重
山
生
活

圏
に
お
い
て
は
、
三
・
四
、
三
・
五
と
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
活
圏
別
の
道
路
渋
滞

状
況
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
道
路
事
業（
施
策
）の
優
先
順
位
で
、

沖
縄
県
全
県
で
二
位
の
「
電
線
類
の
地
中
化
」

を
生
活
圏
別
に
見
る
と
、
各
生
活
圏
と
も
上

位
に
位
置
し
ま
す
が
、
特
に
宮
古
生
活
圏
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
九
月
に

宮
古
島
を
襲
っ
た
台
風
十
四
号
に
よ
る
甚
大

な
被
害
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

不
満
足
度 

一
位
「
道
路
の
混
雑
状
況
」 

　
二
十
二
の
項
目
の
中
か
ら
優
先

的
に
実
施
し
て
ほ
し
い
事
業（
施
策
）

に
つ
い
て
は
、
一
位
が
「
渋
滞
の
対

策
」（
四
十
七
・
八
％
）
で
二
人
に
一

人
の
割
合
で
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

二
位
が
「
電
線
類
の
地
中
化
」（
三

十
一
・
五
％
）
、
三
位
が
「
狭
い
道
路

の
改
良
」（
二
十
一
・
六
％
）
、
四
位

が
「
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」（
十

九
・
五
％
）
、
五
位
が
「
生
活
道
路
の

整
備
」（
十
八
・
五
％
）
で
し
た
。

調
査
地
域

調
査
票
配
布

調
査
票
回
収

調
査
時
期

回
収
数

沖
縄
県
全
域

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日
（
水
）

新
聞
折
り
込
み
配
布

　
配
布
数
四
十
五
万
四
千
枚

　
沖
縄
タ
イ
ム
ス
、
琉
球
新
報
、

　
八
重
山
毎
日
新
聞
、

　
宮
古
毎
日
新
聞

郵
送
回
収

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日
（
水
）

〜
二
月
二
十
四
日
（
火
）

五
千
百
十
三
枚（
回
収
率
一
・
一
％
）

電線類が地中化された歩道

  

現
在
の
道
路
に
対
す
る
満
足
度

　
道
路
の
混
雑
状
況
、
電
線
類
の
地
中

化
、
道
路
の
緑
化
状
況
等
二
十
二
の
項

目
に
つ
い
て
、
満
足
（
五
点
）
、
や
や
満

足（
四
点
）、ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い（
三

点
）
、
や
や
不
満
（
二
点
）
、
不
満
（
一
点
）

の
五
段
階
評
価
を
し
て
も
ら
う
。
満
足

度
は
平
均
点
で
表
し
五
点
満
点
で
低

い
ほ
ど
満
足
度
が
低
い
。

今
後
の
道
路
事
業
（
施
策
）
の
優

先
順
位

�
�

渋
滞
の
対
策
、
生
活
道
路
の
整
備
、

わ
か
り
や
す
い
案
内
標
識
の
整
備
等

二
十
二
の
項
目
か
ら
、
優
先
的
に
実
施

し
て
ほ
し
い
事
業
（
施
策
）
を
三
つ
選

ん
で
も
ら
う
。

  

現
在
の
道
路
に
対
す
る
満
足
度

�
�

二
十
二
の
項
目
の
中
で
、
満
足
度
の

低
い
（
不
満
が
大
き
い
）
順
で
は
、
一
位

が
「
道
路
の
混
雑
状
況
」（
二
・
二
）
、
二

位
が
「
路
上
工
事
の
実
施
状
況
」（
二
・

二
）、三
位
が「
歩
道
の
設
置
状
況
」（
二
・

三
）
で
し
た
。
満
足
度
の
高
い
も
の
は
、

「
離
島
架
橋
の
整
備
」（
三
・
五
）
、「
高
速

道
路
の
整
備
」（
三
・
四
）
、「
道
の
駅
等

の
施
設
」（
三
・
四
）
で
し
た
。

台風14号による電柱の倒壊（宮古島）

0 10 20

割合（%）
30 40 50

【今後の道路事業　施策の優先順位】

22位�道路情報提供

21位�休憩施設

20位�離島架橋

19位�急坂、急カーブ

18位�高速道路整備

17位�景観整備

16位�道路騒音

15位�国道・県道整備

14位�県民参加

13位�道路緑化

12位�排水性舗装

11位�安全性向上

10位�路上工事抑制

9位�案内標識整備

�8位�歩道整備

7位�除草・清掃

6位�凹凸改良

5位�生活道路整備

4位�歩道のバリアフリー化

3位�狭い道路の改良

2位�電線類の地中化

1位�渋滞の対策 47.8

31.5

21.6

19.5

18.5

18.4

17.2

16.4

14.4

13.5

10.5

10.4

9.9

9.8

7.3

6.6

5.9

4.7

4.0

3.0

2.9

2.4



首里駅での実験状況

  

　
モ
ニ
タ
ー
の
平
均
参
加
率
は
、
往
路
で
七

十
九
％
（
五
十
五
名
）、
復
路
で
六
十
四
％
（
四

十
四
名
）
で
あ
り
、
実
験
期
間
中
の
参
加
人

数
は
延
べ
八
百
九
十
名
に
達
し
ま
し
た
。

　
実
験
期
間
中
は
、
一
日
に
高
速
バ
ス
を
往

復
七
便
、
都
市
内
循
環
バ
ス
を
往
復
三
十
七

便
設
定
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
定
時
性
に

つ
い
て
は
、
往
路
（
首
里
駅
到
着
）
で
最
大

九
分
、
復
路
（
沖
縄
北
Ｉ
Ｃ
バ
ス
停
到
着
）

で
最
大
三
十
三
分
の

遅
延
が
発
生
し
た
他
は
、

ほ
ぼ
定
刻
通
り
に
運

行
し
ま
し
た
。
ま
た
、

時
間
短
縮
効
果
に
つ

い
て
は
、
顕
著
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
一

般
道
路
よ
り
も
短
縮

さ
れ
る
傾
向
が
み
ら

れ
ま
し
た
（
図
４
参
照
）。

　
マ
イ
カ
ー
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
四
十
％

以
上
が
不
満
を
感
じ
て
お
り
、
そ
の
理
由
と

し
て
運
転
労
力
や
通
勤
コ
ス
ト
が
多
く
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
利
用
者
に
つ

い
て
は
、
六
十
％
以
上
が
不
満
を
感
じ
て
お
り
、

そ
の
理
由
と
し
て
「
定
時
性
が
確
保
さ
れ
て

い
な
い
」
等
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
（
図

５
参
照
）
。

　
施
策
が
導
入
さ
れ
た
場
合
に
日
常
の
通
勤

手
段
と
し
て
本
シ
ス
テ
ム
を
継
続
的
に
利
用

し
た
い
と
す
る
意
向
に
つ
い
て
は
「
日
常
の

通
勤
手
段
が
マ
イ
カ
ー
の
場
合
」
「
日
常
の
通

勤
手
段
が
バ
ス
の
場
合
」
で
「
出
勤
時
の
み

利
用
」
・
「
帰
宅
時
の
み
利
用
」
を
含
め
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
五
十
、
七
十
％
程
度
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
高
速
バ
ス
及
び
都

市
内
循
環
バ
ス
の
発
着
頻
度
・
時
間
帯
の
拡
充
、

通
勤
コ
ス
ト
の
低
減
等
に
つ
い
て
も
要
望
が

あ
り
ま
し
た
（
図
６
、
７
参
照
）
。

　
特
に
通
勤
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
平
均
で

約
千
四
百
円
（
往
復
）
程
度
の
設
定
が
望
ま

れ
て
お
り
、
現
在
運
行
し
て
い
る
も
の
と
比

較
し
て
約
三
十
％
の
低
減
が
必
要
で
す
（
図

８
参
照
）
。

　
今
回
の
社
会
実
験
に
お
い
て
は
、
自
動
車

か
ら
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換

が
生
じ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
要
望
が
あ
る

も
の
の
施
策
の
実
現
に
向
け
た
課
題
も
多
く
、

今
後
は
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
た
検
討
・

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

利便性の向上
（バスとモノレールの
連携強化等）により、
利用者が増加

マイカー通勤者等が公共交通
に転換されるため、渋滞が緩和

利便性の向上（渋滞
緩和による定時性確保・
バス利用環境の改善）
により、利用者が増

相乗的効果により、
住民（利用者）、
モノレール、バス、
道路にメリット
が生じる

　
那
覇
都
市
圏
で
は
、
沖
縄
県
中
南
部
地
域

か
ら
那
覇
市
に
集
中
す
る
自
家
用
車
に
よ
る

交
通
渋
滞
の
解
消
を
図
る
た
め
、
多
様
な
渋

滞
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
モ
ノ
レ
ー
ル
と
バ
ス

の
連
携
の
強
化
や
結
節
点
の
強
化
と
い
っ
た

「
使
い
や
す
い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
」
を
再
構

築
し
、
自
家
用
車
か
ら
公
共
交
通
へ
の
転
換

を
促
進
す
る
施
策
（
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
）

を
検
討
し
、
高
速
バ
ス
と
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ

ー
ル
の
連
携
強
化
を
軸
に
、
使
い
や
す
い
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
モ

ノ
レ
ー
ル
・
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
、
道
路

に
お
け
る
交
通
渋
滞
緩
和
、
路
線
バ
ス
の
定

時
性
の
確
保
と
い
う
三
つ
の
相
乗
的
な
効
果

の
創
出
（
図
１
参
照
）
を
目
的
と
す
る
公
共

交
通
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
行
い
、
社
会
実
験

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
高
速
バ
ス
と
モ
ノ
レ
ー
ル
の
連
携
に
係
わ

る
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
社
会
実
験
を
、
平
成
十

六
年
二
月
二
〜
十
三
日
の
平
日
九
日
間
に
お

い
て
、
中
部
地
域
か
ら
那
覇
市
へ
通
勤
し
て

い
る
六
十
九
名
の
モ
ニ
タ
ー
に
参
加
し
て
頂

き
、
都
市
内
循
環
バ
ス
（
ま
た

は
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
高
速
バ
ス

停
で
の
Ｐ
＆
Ｂ
Ｒ�

※
注
）
、
高

速
バ
ス
、
ゆ
い
レ
ー
ル
の
乗
り

継
ぎ
（
図
2
、
3
参
照
）
に
よ

る
社
会
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
あ
わ
せ
て
、
定
時
性
、
通

勤
所
要
時
間
の
短
縮
、
利
用
コ

ス
ト
等
に
係
わ
る
効
果
の
検
証

も
行
い
ま
し
た
。
実
験
で
設
定

し
た
通
勤
方
法
の
詳
細
は
次
の

通
り
で
す
。

 

　
自
宅
〜
最
寄
り
高
速
バ
ス
停
間
を
循
環
バ

ス
で
送
迎

　
自
宅
〜
最
寄
り
高
速
バ
ス
停
間
を
モ
ニ
タ

ー
自
身
で
自
家
用
乗
用

車
を
運
転
し
、
高
速
バ

ス
停
付
近
に
仮
設
す
る

専
用
駐
車
場
に
駐
車

　
（
専
用
駐
車
場
〜
高

速
バ
ス
停
は
徒
歩
）

※
注
　
Ｐ
＆
Ｂ
Ｒ
と
は
バ

ス
停
周
辺
に
乗
換
用
駐
車

場
を
併
設
し
混
雑
す
る
市

街
地
内
は
バ
ス
を
利
用
す

る
交
通
量
削
減
の
一
つ
の

施
策
で
す
。

【図1　施策のねらい】



　
未
利
用
国
有
地
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
厳
し
い
財
政

状
況
の
下
で
は
、
管
理
面
及
び
税
外
収
入
確
保
の
観
点

か
ら
売
却
促
進
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
近
年
増
加
し
て
い
る
相
続
税
物
納
に
よ
り
収
納
し
た

未
利
用
の
土
地
等
に
つ
い
て
は
、
金
銭
の
代
わ
り
に
収

納
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
可
及
的
速
や
か
に
売
却
し
て

国
庫
に
充
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
財
務
省
（
沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
）
で
は
、
不
動

産
市
場
の
低
迷
と
い
う
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
入

札
を
行
う
に
当
た
っ
て
一
定
期
間
を
設
け
、
当
該
期
間

内
に
入
札
書
を
当
局
宛
て
に
郵
送
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

入
札
に
参
加
す
る
制
度
（
期
間
入
札
制
度
）
や
相
続
税

物
納
財
産
に
係
る
土
地
等
に
つ
い
て
最
低
売
却
価
格
を

公
表
し
た
入
札
制
度
を
導
入
す
る
な
ど
種
々
の
施
策
を

講
じ
て
、
未
利
用
国
有
地
の
売
却
促
進
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。�

�
�
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沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
で
は
、
未
利
用
国
有
地
の

入
札
を
六
月
、
十
二
月
の
年
二
回
実
施
し
て
お
り
、
今

回
は
十
六
年
度
第
一
回
の
一
般
競
争
入
札
（
期
間
入
札
）

の
実
施
を
以
下
の
と
お
り
行
う
予
定
で
す
。

　
国
有
財
産
は
、
権
利
関
係
が
整
理
さ
れ
て
い
て
安
心

し
て
購
入
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
不
動
産
の
購
入
を
ご

検
討
さ
れ
て
い
る
方
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
、
今

回
入
札
に
応
札
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
、
公
示
中
の
一
般
競
争
入
札
等
の
対
象
物
件
及

び
今
後
売
却
を
予
定
し
て
い
る
物
件
に
つ
い
て
の
情
報

を
順
次
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳

細
に
つ
い
て
は
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し

て
ご
覧
下
さ
い
。

  

　
貸
金
業
者
は
、
主
た
る
営
業
所
等
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
財
務
局
・
都
道
府
県
の
登
録

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
無
登
録

の
ヤ
ミ
金
融
業
者
は
モ
バ
イ
ル
端
末
や
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
等
を
利
用
し
て
広
範
囲
に
活

動
し
て
お
り
、
法
外
な
高
金
利
要
求
や
悪
質

な
取
立
て
に
よ
る
被
害
は
全
国
的
な
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
無
登
録
業
者
か
ら
の
借
入
防
止
と
い

う
資
金
需
要
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
金
融
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
全
国
の
登
録
貸

金
業
者
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
検

索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
平
成
十
五

年
五
月
二
十
九
日
に
運
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

　
本
サ
ー
ビ
ス
で
検
索
し
た
い
業
者
名
等
を

入
力
し
、
登
録
さ
れ
て
い
る
貸
金
業
者
に
該

当
し
た
場
合
に
は
、

商
号
・
名
称
、
法
人
・

個
人
の
別
、

登
録
先
、
登
録
番
号
、
登
録

日
、

代
表
者
氏
名
、

本
店
の
所
在
地
・

郵
便
番
号
・
電
話
番
号
、

行
政
処
分
（
業

務
停
止
）
中
の
貸
金
業
者
に
つ
い
て
は
、
そ

の
開
始
日
と
終
了
日
、
と
い
っ
た
情
報
の
全

部
ま
た
は
一
部
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

●
検
索
さ
れ
た
情
報
は
、
各
財
務
局
・
都
道

府
県
が
デ
ー
タ
の
更
新
処
理
を
行
っ
た
時
点

の
も
の
で
あ
り
、
照
会
日
現
在
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
検
索
さ
れ
な
い
貸
金
業

者
は
、
各
財
務
局
・
都
道
府
県
が
デ
ー
タ
更

新
処
理
後
に
新
規
登
録
を
行
っ
た
か
、
「
貸

金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く

登
録
を
行
っ
て
い
な
い
無
登
録
業
者
（
い
わ

ゆ
る
ヤ
ミ
金
融
）
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

●
最
新
の
情
報
や
ご
不
明
な
点
は
、
登
録
番

号
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
財
務
局
・
都
道

府
県
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
十
六
年
一
月
一
日
に
無
登
録
業
者
等

の
ヤ
ミ
金
融
業
者
に
よ
る
被
害
が
社
会
問
題

化
し
た
こ
と
を
受
け
、
改
正
貸
金
業
規
制
法

が
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
法
で

は
、
貸
金
業
者
が
貸
付
条
件
の
広
告
等
を
行

う
際
に
、
表
示
等
を
す
る
営
業
所
等
の
連
絡

先
（
広
告
用
電
話
番
号
）
に
つ
い
て
は
、
貸

金
業
者
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
た
も
の
以
外
は
、

表
示
等
を
行
う
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

こ
の
改
正
法
を
う
け
、
現
在
金
融
庁
に
お
い

て
は
、

資
金
需
要
者
が
広
告
等
に
記
載
さ

れ
て
い
る
広
告
用
電
話
番
号
に
つ
い
て
、
貸

金
業
者
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
電
話
番

号
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
登
録
業
者
か
無
登

録
業
者
か
を
容
易
に
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
、

一
般
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
携

帯
電
話
か
ら
も
検
索
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
追
加
し
、
運
用
開

始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 
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未
利
用
国
有
地
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
厳
し
い
財
政

状
況
の
下
で
は
、
管
理
面
及
び
税
外
収
入
確
保
の
観
点

か
ら
売
却
促
進
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
近
年
増
加
し
て
い
る
相
続
税
物
納
に
よ
り
収
納
し
た

未
利
用
の
土
地
等
に
つ
い
て
は
、
金
銭
の
代
わ
り
に
収

納
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
可
及
的
速
や
か
に
売
却
し
て

国
庫
に
充
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
財
務
省
（
沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
）
で
は
、
不
動

産
市
場
の
低
迷
と
い
う
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
入

札
を
行
う
に
当
た
っ
て
一
定
期
間
を
設
け
、
当
該
期
間

内
に
入
札
書
を
当
局
宛
て
に
郵
送
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

入
札
に
参
加
す
る
制
度
（
期
間
入
札
制
度
）
や
相
続
税

物
納
財
産
に
係
る
土
地
等
に
つ
い
て
最
低
売
却
価
格
を

公
表
し
た
入
札
制
度
を
導
入
す
る
な
ど
種
々
の
施
策
を

講
じ
て
、
未
利
用
国
有
地
の
売
却
促
進
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。�
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沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
で
は
、
未
利
用
国
有
地
の

入
札
を
六
月
、
十
二
月
の
年
二
回
実
施
し
て
お
り
、
今

回
は
十
六
年
度
第
一
回
の
一
般
競
争
入
札
（
期
間
入
札
）

の
実
施
を
以
下
の
と
お
り
行
う
予
定
で
す
。

　
国
有
財
産
は
、
権
利
関
係
が
整
理
さ
れ
て
い
て
安
心

し
て
購
入
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
不
動
産
の
購
入
を
ご

検
討
さ
れ
て
い
る
方
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
、
今

回
入
札
に
応
札
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
、
公
示
中
の
一
般
競
争
入
札
等
の
対
象
物
件
及

び
今
後
売
却
を
予
定
し
て
い
る
物
件
に
つ
い
て
の
情
報

を
順
次
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳

細
に
つ
い
て
は
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し

て
ご
覧
下
さ
い
。

  

　
貸
金
業
者
は
、
主
た
る
営
業
所
等
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
財
務
局
・
都
道
府
県
の
登
録

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
無
登
録

の
ヤ
ミ
金
融
業
者
は
モ
バ
イ
ル
端
末
や
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
等
を
利
用
し
て
広
範
囲
に
活

動
し
て
お
り
、
法
外
な
高
金
利
要
求
や
悪
質

な
取
立
て
に
よ
る
被
害
は
全
国
的
な
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
無
登
録
業
者
か
ら
の
借
入
防
止
と
い

う
資
金
需
要
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
金
融
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
全
国
の
登
録
貸

金
業
者
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
検

索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
平
成
十
五

年
五
月
二
十
九
日
に
運
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

　
本
サ
ー
ビ
ス
で
検
索
し
た
い
業
者
名
等
を

入
力
し
、
登
録
さ
れ
て
い
る
貸
金
業
者
に
該

当
し
た
場
合
に
は
、

商
号
・
名
称
、
法
人
・

個
人
の
別
、

登
録
先
、
登
録
番
号
、
登
録

日
、

代
表
者
氏
名
、

本
店
の
所
在
地
・

郵
便
番
号
・
電
話
番
号
、

行
政
処
分
（
業

務
停
止
）
中
の
貸
金
業
者
に
つ
い
て
は
、
そ

の
開
始
日
と
終
了
日
、
と
い
っ
た
情
報
の
全

部
ま
た
は
一
部
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

●
検
索
さ
れ
た
情
報
は
、
各
財
務
局
・
都
道

府
県
が
デ
ー
タ
の
更
新
処
理
を
行
っ
た
時
点

の
も
の
で
あ
り
、
照
会
日
現
在
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
検
索
さ
れ
な
い
貸
金
業

者
は
、
各
財
務
局
・
都
道
府
県
が
デ
ー
タ
更

新
処
理
後
に
新
規
登
録
を
行
っ
た
か
、
「
貸

金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く

登
録
を
行
っ
て
い
な
い
無
登
録
業
者
（
い
わ

ゆ
る
ヤ
ミ
金
融
）
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

●
最
新
の
情
報
や
ご
不
明
な
点
は
、
登
録
番

号
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
財
務
局
・
都
道

府
県
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
十
六
年
一
月
一
日
に
無
登
録
業
者
等

の
ヤ
ミ
金
融
業
者
に
よ
る
被
害
が
社
会
問
題

化
し
た
こ
と
を
受
け
、
改
正
貸
金
業
規
制
法

が
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
法
で

は
、
貸
金
業
者
が
貸
付
条
件
の
広
告
等
を
行

う
際
に
、
表
示
等
を
す
る
営
業
所
等
の
連
絡

先
（
広
告
用
電
話
番
号
）
に
つ
い
て
は
、
貸

金
業
者
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
た
も
の
以
外
は
、

表
示
等
を
行
う
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

こ
の
改
正
法
を
う
け
、
現
在
金
融
庁
に
お
い

て
は
、

資
金
需
要
者
が
広
告
等
に
記
載
さ

れ
て
い
る
広
告
用
電
話
番
号
に
つ
い
て
、
貸

金
業
者
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
電
話
番

号
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
登
録
業
者
か
無
登

録
業
者
か
を
容
易
に
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
、

一
般
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
携

帯
電
話
か
ら
も
検
索
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
追
加
し
、
運
用
開

始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

   

： 
： 
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石
川
バ
イ
パ
ス
供
用
に
よ
る
効
果

　
昨
年
三
月
の
供
用
後
に
交
通
量
調
査
を
実
施
し
、
供
用
に
よ

る
効
果
を
調
査
し
た
結
果
、
供
用
後
現
国
道
区
間
の
交
通
量
が

減
少
し
て
お
り
、
バ
イ
パ
ス
に
交
通
が
転
換
し
て
い
る
こ
と
が

伺
え
ま
す
。
ま
た
、
金
武
町
屋
嘉
〜
沖
縄
市
後
原
間
の
通
過
時

間
も
短
縮
し
て
お
り
、
石
川
バ
イ
パ
ス
供
用
に
よ
る
効
果
が
現

れ
て
い
ま
す

　
石
川
バ
イ
パ
ス
は
、
名
護
市
を
起
点
と
し
那
覇
市
ま
で
の
沖
縄

本
島
東
海
岸
の
主
要
都
市
を
結
ぶ
一
般
国
道
三
二
九
号
の
う
ち
、

交
通
混
雑
の
著
し
い
石
川
市
街
地
の
交
通
緩
和
を
目
的
に
金
武
町

屋
嘉
〜
沖
縄
市
後
原
に
至
る
八
・
二

の
四
車
線
バ
イ
パ
ス
と
し
て
計
画

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
三
月
の
全
線
暫

定
二
車
線
供
用
に
つ
づ
き
、
今
回
、

平
成
十
六
年
三
月
三
十
日
（
火
）
に

赤
崎
交
差
点
か
ら
伊
波
（
県
道
六
号
線
）

の
区
間
（
二
・
八

）
を
四
車
線
供

用
し
ま
し
た
。
現
在
、
平
成
十
六
年

度
中
の
全
線
四
車
線
供
用
（
残
り
五
・

四

）
に
向
け
、
工
事
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
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豊
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城
市
瀬
長
 

（始） （終） 

幅員が広がり利便性が向上した歩道（バス停にはベンチ兼用の植栽を配置）

石川トンネル

開通式
福地ダム貯水池状況（Ｈ 16.4.16 現在）

　
沖
縄
西
海
岸
道
路
の
一
部
区
間
で
あ
る
豊
見
城
道
路
は
、
糸
満
道
路
と
と
も

に
県
都
那
覇
市
を
結
ぶ
一
般
国
道
三
三
一
号
の
糸
満
、
豊
見
城
市
及
び
周
辺
部

の
交
通
混
雑
の
緩
和
を
目
的
と
し
た
豊
見
城
市
瀬
長
か
ら
糸
満
市
西
崎
ま
で
を

結
ぶ
、
四
・
〇
km
の
道
路
で
す
。
今
回
供
用
（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
）

し
た
の
は
糸
満
市
西
崎
町
三
丁
目
〜
同
町
四
丁
目
ま
で
の
約
一
・
一
km
区
間

で
す
。

　
供
用
区
間
周
辺
に
は
西
崎
親
水
公
園
、
糸
満
西
崎
運
動
公
園
と
い
っ
た
集
客

施
設
や
西
崎
工
業
団
地
、
糸
満
漁
港
と
い
っ
た
物
流
拠
点
、
さ
ら
に
小
学
校
や

養
護
学
校
と
い
っ
た
教
育
施
設
が
隣
接
し
て
お
り
、
域
内
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

が
多
い
箇
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
豊
見
城
道
路
に
つ
い
て
は
当
面
、
平
成
十
八
年
度
供
用
に
向
け
て
豊
見
城
市

瀬
長
か
ら
糸
満
市
西
崎
地
区
の
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
が
、
今
後
こ
の

道
路
の
整
備
が
進
み
全
区
間
供
用
と
な
れ
ば
、
国
道
三
三
一
号
な
ど
の
交
通
混

雑
は
も
と
よ
り
、
沖
縄
県
の
玄
関
口
と
な
る
那
覇
空
港
方
面
へ
の
連
絡
強
化
が

な
さ
れ
、
地
域
及
び
観
光
産
業
へ
の
支
援
等
経
済
活
性
化
の
大
き
な
期
待
が
よ

せ
ら
れ
る
道
路
と
な
り
ま
す
。

　
沖
縄
地
方
は
平
成
十
五
年
の
降
水
量
が
、

平
年
の
約
七
十
一
％
と
最
近
に
無
い
少
雨
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
那
覇
の
年
間
降
水
量
は
、

気
象
台
百
十
二
年
間
の
観
測
史
上
で
六
番
目

に
少
な
い
も
の
で
し
た
。

　
県
内
九
ダ
ム
の
貯
水
量
は
、
少
雨
期
で
あ

る
十
一
月
〜
四
月
ま
で
の
間
漸
減
し
、
そ
の

後
、
五
月
〜
六
月
の
梅
雨
期
、
八
月
〜
十
月

ま
で
の
台
風
襲
来
期
の
降
雨
に
よ
っ
て
回
復

す
る
の
が
一
般
的
な
パ
タ
ー
ン
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
昨
年
の
記
録
的
な
少
雨
と
今
年
に

入
っ
て
か
ら
も
少
雨
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
県
内
九
ダ
ム
の
貯
水
量
は
、
平
成
十

四
年
末
頃
か
ら
減
少
傾
向
が
続
き
、
平
成
十

六
年
五

月
上
旬
時
点
の
貯
水
量
は
平
成
元
年
以
降
二

番
目
に
低
い
値
と
な
っ
て
お
り
厳
し
い
水
事

情
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
渇
水
対
策
連
絡
協
議
会
で
は
、
こ
の

厳
し
い
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
今
回
に
類

似
し
た
渇
水
状
況
を
呈
し
た
平
成
元
年
の
給

水
制
限
実
施
時
の
貯
水
量
三
千
二
百
万
　
に

低
下
す
る
と
予
想
さ
れ
た
三
月
二
十
九
日
か

ら
、
約
十
年
振
り
の
夜
間
（
二
十
二
時
〜
六

時
）
八
時
間
給
水
制
限
を
本
島
と
伊
江
島
の

三
十
市
町
村
で
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
が
、
実
施
直
前
の
三
月
二
十
七
日
〜
二

十
八
日
に
北
部
五
ダ
ム
流
域
に
お
い
て
平
均

百
十
三
mm
の
降
雨
が
あ
り
、
県
内
九
ダ
ム

の
貯
水
量
が
約
三
千
八
百
万
　
ま
で
回
復
し

た
た
め
、
給
水
制
限
を
当
面
の
間
延
期
し
て

い
ま
す
。
五
月
五
日
に
は
梅
雨
入
り
し
て
お

り
今
後
の
降
雨
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
給

水
制
限
の
目
安
と
し
て
い
た
貯
水
量
三
千
二

百
万
　
に
低
下
す
る
時
期
が
五
月
下
旬
頃
と

予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
再
度
協
議
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
（
五
月
七
日
現
在
）

協
議
会
等
開
催
状
況

昨
年
は
観
測
史
上
六
番
目
の
少
雨

減
り
つ
づ
け
る
ダ
ム
の
貯
水
量

渇
水
調
整
と
給
水
制
限

㎥

㎥

㎥

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日
�
（
幹
事
会
）

県
民
に
節
水
を
呼
び
か
け
る

平
成
十
六
年
二
月
二
十
五
日
�
（
幹
事
会
）

県
民
に
更
な
る
節
水
を
呼
び
か
け

平
成
十
六
年
三
月
三
日
　
（
幹
事
会
・
協
議
会
）

給
水
制
限
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
を
決
定

平
成
十
六
年
三
月
十
日
　
（
幹
事
会
）

平
成
十
六
年
三
月
十
五
日
　
（
協
議
会
）

平
成
十
六
年
三
月
二
十
二
日
　
（
協
議
会
）

平
成
十
六
年
三
月
二
十
九
日
　
（
協
議
会
）

平
成
十
六
年
四
月
二
十
七
日
　
（
幹
事
会
）

書
面
協
議
に
よ
り
三
月
二
十
九
日
か
ら
の
夜
間

八
時
間
給
水
制
限
実
施
の
延
期
を
決
定

県
民
に
節
水
を
呼
び
か
け

書
面
協
議
に
よ
り
三
月
二
十
九
日
か
ら
の

夜
間
八
時
間
給
水
制
限
実
施
を
決
定

三
月
二
十
九
日
頃
か
ら
夜
間
八
時
間
給
水

制
限
を
行
う
こ
と
を
決
定

三
月
下
旬
に
も
給
水
制
限
が
あ
り
え
る

こ
と
を
決
定

Ｌ=1.1km
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、
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る
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糸
満
西
崎
運
動
公
園
と
い
っ
た
集
客

施
設
や
西
崎
工
業
団
地
、
糸
満
漁
港
と
い
っ
た
物
流
拠
点
、
さ
ら
に
小
学
校
や

養
護
学
校
と
い
っ
た
教
育
施
設
が
隣
接
し
て
お
り
、
域
内
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

が
多
い
箇
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
豊
見
城
道
路
に
つ
い
て
は
当
面
、
平
成
十
八
年
度
供
用
に
向
け
て
豊
見
城
市

瀬
長
か
ら
糸
満
市
西
崎
地
区
の
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
が
、
今
後
こ
の

道
路
の
整
備
が
進
み
全
区
間
供
用
と
な
れ
ば
、
国
道
三
三
一
号
な
ど
の
交
通
混

雑
は
も
と
よ
り
、
沖
縄
県
の
玄
関
口
と
な
る
那
覇
空
港
方
面
へ
の
連
絡
強
化
が

な
さ
れ
、
地
域
及
び
観
光
産
業
へ
の
支
援
等
経
済
活
性
化
の
大
き
な
期
待
が
よ

せ
ら
れ
る
道
路
と
な
り
ま
す
。

　
沖
縄
地
方
は
平
成
十
五
年
の
降
水
量
が
、

平
年
の
約
七
十
一
％
と
最
近
に
無
い
少
雨
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
那
覇
の
年
間
降
水
量
は
、

気
象
台
百
十
二
年
間
の
観
測
史
上
で
六
番
目

に
少
な
い
も
の
で
し
た
。

　
県
内
九
ダ
ム
の
貯
水
量
は
、
少
雨
期
で
あ

る
十
一
月
〜
四
月
ま
で
の
間
漸
減
し
、
そ
の

後
、
五
月
〜
六
月
の
梅
雨
期
、
八
月
〜
十
月

ま
で
の
台
風
襲
来
期
の
降
雨
に
よ
っ
て
回
復

す
る
の
が
一
般
的
な
パ
タ
ー
ン
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
昨
年
の
記
録
的
な
少
雨
と
今
年
に

入
っ
て
か
ら
も
少
雨
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
県
内
九
ダ
ム
の
貯
水
量
は
、
平
成
十

四
年
末
頃
か
ら
減
少
傾
向
が
続
き
、
平
成
十

六
年
五

月
上
旬
時
点
の
貯
水
量
は
平
成
元
年
以
降
二

番
目
に
低
い
値
と
な
っ
て
お
り
厳
し
い
水
事

情
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
渇
水
対
策
連
絡
協
議
会
で
は
、
こ
の

厳
し
い
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
今
回
に
類

似
し
た
渇
水
状
況
を
呈
し
た
平
成
元
年
の
給

水
制
限
実
施
時
の
貯
水
量
三
千
二
百
万
　
に

低
下
す
る
と
予
想
さ
れ
た
三
月
二
十
九
日
か

ら
、
約
十
年
振
り
の
夜
間
（
二
十
二
時
〜
六

時
）
八
時
間
給
水
制
限
を
本
島
と
伊
江
島
の

三
十
市
町
村
で
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
が
、
実
施
直
前
の
三
月
二
十
七
日
〜
二

十
八
日
に
北
部
五
ダ
ム
流
域
に
お
い
て
平
均

百
十
三
mm
の
降
雨
が
あ
り
、
県
内
九
ダ
ム

の
貯
水
量
が
約
三
千
八
百
万
　
ま
で
回
復
し

た
た
め
、
給
水
制
限
を
当
面
の
間
延
期
し
て

い
ま
す
。
五
月
五
日
に
は
梅
雨
入
り
し
て
お

り
今
後
の
降
雨
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
給

水
制
限
の
目
安
と
し
て
い
た
貯
水
量
三
千
二

百
万
　
に
低
下
す
る
時
期
が
五
月
下
旬
頃
と

予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
再
度
協
議
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
（
五
月
七
日
現
在
）

協
議
会
等
開
催
状
況

昨
年
は
観
測
史
上
六
番
目
の
少
雨

減
り
つ
づ
け
る
ダ
ム
の
貯
水
量

渇
水
調
整
と
給
水
制
限

㎥

㎥

㎥

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日
�
（
幹
事
会
）

県
民
に
節
水
を
呼
び
か
け
る

平
成
十
六
年
二
月
二
十
五
日
�
（
幹
事
会
）

県
民
に
更
な
る
節
水
を
呼
び
か
け

平
成
十
六
年
三
月
三
日
　
（
幹
事
会
・
協
議
会
）

給
水
制
限
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
を
決
定

平
成
十
六
年
三
月
十
日
　
（
幹
事
会
）

平
成
十
六
年
三
月
十
五
日
　
（
協
議
会
）

平
成
十
六
年
三
月
二
十
二
日
　
（
協
議
会
）

平
成
十
六
年
三
月
二
十
九
日
　
（
協
議
会
）

平
成
十
六
年
四
月
二
十
七
日
　
（
幹
事
会
）

書
面
協
議
に
よ
り
三
月
二
十
九
日
か
ら
の
夜
間

八
時
間
給
水
制
限
実
施
の
延
期
を
決
定

県
民
に
節
水
を
呼
び
か
け

書
面
協
議
に
よ
り
三
月
二
十
九
日
か
ら
の

夜
間
八
時
間
給
水
制
限
実
施
を
決
定

三
月
二
十
九
日
頃
か
ら
夜
間
八
時
間
給
水

制
限
を
行
う
こ
と
を
決
定

三
月
下
旬
に
も
給
水
制
限
が
あ
り
え
る

こ
と
を
決
定

Ｌ=1.1km



　
三
月
十
五
日
、
沖
縄
市
に
お
い
て
、
那
覇
港
湾
空
港
工
事
事
務
所

後
援
の
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
沖
縄
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。�

�
�
�
�
�
�
�

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形

式
の
「
ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク
」
の
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、
海
に
囲
ま
れ

な
が
ら
海
を
充
分
に
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
沖
縄
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ

ロ
ン
ト
空
間
を
、
一
般
市
民
を
含
め
み
ん
な
で
考
え
よ
う
と
多
く
の

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。�

�
�
�
�
�
�
�

　
講
演
者
に
は
、
小
型
ヨ
ッ
ト
で
一
九
六
二
年
に
単
独
太
平
洋
横
断

を
成
し
遂
げ
た
海
洋
冒
険
家
の
堀
江
謙
一
さ
ん
と
、
女
優
で
あ
り
そ

し
て
、
ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
も
活
躍
す
る
高
樹
沙
耶
さ
ん
を
迎

え
ま
し
た
。
講
演
後
、
堀
江
さ
ん
、
高
樹
さ
ん
と
名
桜
大
学
の
小
濱

教
授
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
協
会
の
青
木
専
務
理
事
、
地
元
を
代

表
し
て
中
城
湾
港
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
安
里
香

織
さ
ん
を
交
え
、
「
港
・
海
へ
の
想
い
」
と
題
し
た
「
ト
ー
ク
＆
ト
ー

ク
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
堀
江
さ
ん
は
ヨ
ッ
ト
で
海
に
親
し
み
、

高
樹
さ
ん
は
海
で
遊
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を

お
話
さ
れ
た
の
に
対
し
、
地
元
の
安
里
さ

ん
が
意
外
に
も
「
地
元
の
人
は
海
で
遊
ば

な
い
ん
で
す
よ
」
と
話
さ
れ
た
の
に
は
高

樹
さ
ん
か
ら
は
「
も
っ
た
い
な
い
！
」
の

声
が
あ
が
り
、
会
場
か
ら
も
笑
い
が
あ
っ

て
、
終
始
和
や
か
ム
ー
ド
な
「
ト
ー
ク
＆

ト
ー
ク
」
で
し
た
。
又
、
来
場
者
の
意
見

と
し
て
、
「
海
に
囲
ま
れ
た
沖
縄
で
の
海

の
利
用
が
、
今
議
論
さ
れ
る
の
は
遅
す
ぎ

る
ほ
ど
。
海
を
汚
さ
な
い
こ
と
と
同
時
に

海
の
利
用
の
促
進
を
」
と
い
う
声
や
「
あ

ら
た
め
て
海
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
た
」
、

「
こ
の
よ
う
な
催
し
を
県
内
各
地
で
開
催

し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
沖
縄
は
独
特
の
歴
史
、
文
化
、
芸
能
の

あ
る
と
こ
ろ
。
今
後
ど
こ
に
も
な
い
沖
縄

ら
し
い
も
の
を
考
え
、
多
く
の
人
が
海
に

親
し
み
、
遊
び
、
そ
し
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ

ロ
ン
ト
が
沖
縄
の
重
要
な
産
業
で
あ
る
観

光
産
業
の
大
き
な
柱
と
な
る
よ
う
こ
れ
か

ら
も
地
元
の
人
と
と
も
に
考
え
、
事
業
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

堀江　謙一（海洋冒険家）
高樹　沙耶（女優）
青木　義典（ウォーターフロント開発協会）
安里　香織（みなとまちづくり女性フォーラム）

コーディネーター

パネリスト

小濱　哲(名桜大学教授）

高樹沙耶さん

トーク＆トーク「港・海への想い」

堀江謙一さん

　
海
辺
の
自
然
学
校
は
、
国
土
交
通
省
港
湾
局
で
実
施
し
て
い
る
自
然

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
海
辺
の
自
然
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
緑
地
、
海
浜
、
干
潟
な
ど
の
整
備
な
ど
、
ハ
ー
ド
面
の
親
水
空
間
の

形
成
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
環
境
教
育
推
進
法
の
施
行
な
ど
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
自
然
体
験
に
対
す
る
認
識
が
高
ま
り
を
受
け
て
、
港
湾

空
間
と
い
う
市
街
地
か
ら
比
較
的
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
身
近
な
自
然
環

境
を
活
用
し
て
、
子
供
達
に
自
然
体
験
を
提
供
し
、
環
境
学
習
を
行
う

と
い
う
取
り
組
み
が
こ
の
海
辺
の
自
然
学
校
で
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
沖
縄
の
港
湾
を
活
用
し
た
海
辺
の
自
然
学
校

を
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
七
日
に
か
け
て
沖
縄
本
島
北
部
の
運
天
港
、

宮
古
島
に
あ
る
平
良
港
、
そ
し
て
石
垣
島
に
あ
る
日
本
最
南
端
の
重
要

港
湾
石
垣
港
で
開
催
し
ま
し
た
。

            

　
運
天
港
の
海
辺
の
自
然
学
校
は
、
〜
屋
我

地
の
自
然
と
文
化
、
歴
史
を
知
る
エ
コ
ツ
ア

ー
〜
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
名
桜
大
学
で
観
光

環
境
領
域
を
専
攻
し
て
い
る
学
生
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、

ビ
ー
チ
コ
ー
ミ

ン
グ
、
沖
縄
愛

楽
園
（
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
の
療

養
施
設
）
見
学
、

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
・

干
潟
観
察
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
同
じ
く

名
桜
大
学
で
観

光
環
境
領
域
を

専
攻
し
て
い
る
学
生
に
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
参

加
し
て
も
ら
い
、
専
門
で
勉
強
し
て
い
る
立

場
か
ら
様
々
な
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
達
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
は
、
海
岸
清
掃
を
通
じ
た
環
境
意
識
の

向
上
や
、
愛
楽
園
の
見
学
を
通
じ
た
地
元
の

歴
史
・
文
化
の
理
解
の
向
上
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
平
良
港
の
海
辺
の
自
然
学
校
は
、
〜
身
近

な
海
辺
の
自
然
体
験
〜
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
地
元
の
小
学
生
達
で
、
ト
ゥ

リ
バ
ー
地
区
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
と
自
然

観
察
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
は
出
島
方
式
で
整
備
さ
れ
た
ト
ゥ
リ
バ
ー

地
区
に
設
け
ら
れ
た
水
路
を
主
な
コ
ー
ス
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
水
路
は
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
を
行
う
の
に
適
度
な
広
さ
・
深
さ
で

あ
り
、
ま
た
非
常
に
静
穏
度
が
高
い
た
め
子

供
達
も
安
心
し
て
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
楽
し
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
子
供
達
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
は
「
楽
し

か
っ
た
」
「
ま
た
や
り
た
い
」
な
ど
の
文
字

が
並
び
、
み
ん
な
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　
石
垣
港
の
海
辺
の
自
然
学
校
は
、
〜
サ
ン

ゴ
礁
の
海
と
暮
ら
し
の
エ
コ
ツ
ア
ー
〜
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
平
良
港
と
同
じ
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
や
漁
業
体
験
と

い
う
メ
ニ
ュ
ー
で
、
当
日
は
少
し
肌
寒
い
天

候
で
少
し
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
が
北
海
道
か
ら
来
ら
れ
た
方
々

で
あ
り
、
中
に
は
初
め
て
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

を
さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
期
に

海
に
入
れ
る
こ
と
に
大
変
感
動
さ
れ
て
い
る

様
子
で
し
た
。
特
に
、
海
人
（
漁
師
）
と
の

交
流
が
心
に
残
っ
た
よ
う
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
一
生
の
思
い
出
に
な
っ
た
と
書
か
れ
て

い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
場
所
、
メ
ニ
ュ

ー
、
対
象
者
な
ど
が
異
な
る
形
で
海
辺
の
自

然
学
校
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
参

加
者
達
に
は
好
評
で
あ
り
、
沖
縄
の
港
湾
空

間
を
活
用
し
た
自
然
体
験
学
習
・
エ
コ
ツ
ア

ー
の
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
格
好
と
な
り
ま
し
た
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
今
後
も
こ
う
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
地
域
に
密
着
し
た
形
で
実

施
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、

自
然
環
境
の
創
出
・
再
生
と
い
っ
た
ハ
ー
ド

面
だ
け
で
な
く
こ
う
し
た
ソ
フ
ト
面
の
活
動

も
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

学生自ら運営を担当

シーカヤックを楽しむ小学生

スノーケリングに挑戦する参加者

●
運
天
港
（
二
月
二
十
八
日
）

●
平
良
港
（
二
月
二
十
九
日
）

●
石
垣
港
（
三
月
六
・
七
日
）



　
三
月
十
五
日
、
沖
縄
市
に
お
い
て
、
那
覇
港
湾
空
港
工
事
事
務
所

後
援
の
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
沖
縄
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。�

�
�
�
�
�
�
�

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形

式
の
「
ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク
」
の
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、
海
に
囲
ま
れ

な
が
ら
海
を
充
分
に
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
沖
縄
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ

ロ
ン
ト
空
間
を
、
一
般
市
民
を
含
め
み
ん
な
で
考
え
よ
う
と
多
く
の

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。�

�
�
�
�
�
�
�

　
講
演
者
に
は
、
小
型
ヨ
ッ
ト
で
一
九
六
二
年
に
単
独
太
平
洋
横
断

を
成
し
遂
げ
た
海
洋
冒
険
家
の
堀
江
謙
一
さ
ん
と
、
女
優
で
あ
り
そ

し
て
、
ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
も
活
躍
す
る
高
樹
沙
耶
さ
ん
を
迎

え
ま
し
た
。
講
演
後
、
堀
江
さ
ん
、
高
樹
さ
ん
と
名
桜
大
学
の
小
濱

教
授
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
協
会
の
青
木
専
務
理
事
、
地
元
を
代

表
し
て
中
城
湾
港
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
安
里
香

織
さ
ん
を
交
え
、
「
港
・
海
へ
の
想
い
」
と
題
し
た
「
ト
ー
ク
＆
ト
ー

ク
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
堀
江
さ
ん
は
ヨ
ッ
ト
で
海
に
親
し
み
、

高
樹
さ
ん
は
海
で
遊
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を

お
話
さ
れ
た
の
に
対
し
、
地
元
の
安
里
さ

ん
が
意
外
に
も
「
地
元
の
人
は
海
で
遊
ば

な
い
ん
で
す
よ
」
と
話
さ
れ
た
の
に
は
高

樹
さ
ん
か
ら
は
「
も
っ
た
い
な
い
！
」
の

声
が
あ
が
り
、
会
場
か
ら
も
笑
い
が
あ
っ

て
、
終
始
和
や
か
ム
ー
ド
な
「
ト
ー
ク
＆

ト
ー
ク
」
で
し
た
。
又
、
来
場
者
の
意
見

と
し
て
、
「
海
に
囲
ま
れ
た
沖
縄
で
の
海

の
利
用
が
、
今
議
論
さ
れ
る
の
は
遅
す
ぎ

る
ほ
ど
。
海
を
汚
さ
な
い
こ
と
と
同
時
に

海
の
利
用
の
促
進
を
」
と
い
う
声
や
「
あ

ら
た
め
て
海
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
た
」
、

「
こ
の
よ
う
な
催
し
を
県
内
各
地
で
開
催

し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
沖
縄
は
独
特
の
歴
史
、
文
化
、
芸
能
の

あ
る
と
こ
ろ
。
今
後
ど
こ
に
も
な
い
沖
縄

ら
し
い
も
の
を
考
え
、
多
く
の
人
が
海
に

親
し
み
、
遊
び
、
そ
し
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ

ロ
ン
ト
が
沖
縄
の
重
要
な
産
業
で
あ
る
観

光
産
業
の
大
き
な
柱
と
な
る
よ
う
こ
れ
か

ら
も
地
元
の
人
と
と
も
に
考
え
、
事
業
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

堀江　謙一（海洋冒険家）
高樹　沙耶（女優）
青木　義典（ウォーターフロント開発協会）
安里　香織（みなとまちづくり女性フォーラム）

コーディネーター

パネリスト

小濱　哲(名桜大学教授）

高樹沙耶さん

トーク＆トーク「港・海への想い」

堀江謙一さん

　
海
辺
の
自
然
学
校
は
、
国
土
交
通
省
港
湾
局
で
実
施
し
て
い
る
自
然

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
海
辺
の
自
然
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
緑
地
、
海
浜
、
干
潟
な
ど
の
整
備
な
ど
、
ハ
ー
ド
面
の
親
水
空
間
の

形
成
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
環
境
教
育
推
進
法
の
施
行
な
ど
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
自
然
体
験
に
対
す
る
認
識
が
高
ま
り
を
受
け
て
、
港
湾

空
間
と
い
う
市
街
地
か
ら
比
較
的
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
身
近
な
自
然
環

境
を
活
用
し
て
、
子
供
達
に
自
然
体
験
を
提
供
し
、
環
境
学
習
を
行
う

と
い
う
取
り
組
み
が
こ
の
海
辺
の
自
然
学
校
で
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
沖
縄
の
港
湾
を
活
用
し
た
海
辺
の
自
然
学
校

を
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
七
日
に
か
け
て
沖
縄
本
島
北
部
の
運
天
港
、

宮
古
島
に
あ
る
平
良
港
、
そ
し
て
石
垣
島
に
あ
る
日
本
最
南
端
の
重
要

港
湾
石
垣
港
で
開
催
し
ま
し
た
。

            

　
運
天
港
の
海
辺
の
自
然
学
校
は
、
〜
屋
我

地
の
自
然
と
文
化
、
歴
史
を
知
る
エ
コ
ツ
ア

ー
〜
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
名
桜
大
学
で
観
光

環
境
領
域
を
専
攻
し
て
い
る
学
生
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、

ビ
ー
チ
コ
ー
ミ

ン
グ
、
沖
縄
愛

楽
園
（
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
の
療

養
施
設
）
見
学
、

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
・

干
潟
観
察
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
同
じ
く

名
桜
大
学
で
観

光
環
境
領
域
を

専
攻
し
て
い
る
学
生
に
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
参

加
し
て
も
ら
い
、
専
門
で
勉
強
し
て
い
る
立

場
か
ら
様
々
な
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
達
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
は
、
海
岸
清
掃
を
通
じ
た
環
境
意
識
の

向
上
や
、
愛
楽
園
の
見
学
を
通
じ
た
地
元
の

歴
史
・
文
化
の
理
解
の
向
上
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
平
良
港
の
海
辺
の
自
然
学
校
は
、
〜
身
近

な
海
辺
の
自
然
体
験
〜
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
地
元
の
小
学
生
達
で
、
ト
ゥ

リ
バ
ー
地
区
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
と
自
然

観
察
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
は
出
島
方
式
で
整
備
さ
れ
た
ト
ゥ
リ
バ
ー

地
区
に
設
け
ら
れ
た
水
路
を
主
な
コ
ー
ス
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
水
路
は
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
を
行
う
の
に
適
度
な
広
さ
・
深
さ
で

あ
り
、
ま
た
非
常
に
静
穏
度
が
高
い
た
め
子

供
達
も
安
心
し
て
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
楽
し
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
子
供
達
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
は
「
楽
し

か
っ
た
」
「
ま
た
や
り
た
い
」
な
ど
の
文
字

が
並
び
、
み
ん
な
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　
石
垣
港
の
海
辺
の
自
然
学
校
は
、
〜
サ
ン

ゴ
礁
の
海
と
暮
ら
し
の
エ
コ
ツ
ア
ー
〜
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
平
良
港
と
同
じ
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
や
漁
業
体
験
と

い
う
メ
ニ
ュ
ー
で
、
当
日
は
少
し
肌
寒
い
天

候
で
少
し
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
が
北
海
道
か
ら
来
ら
れ
た
方
々

で
あ
り
、
中
に
は
初
め
て
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

を
さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
期
に

海
に
入
れ
る
こ
と
に
大
変
感
動
さ
れ
て
い
る

様
子
で
し
た
。
特
に
、
海
人
（
漁
師
）
と
の

交
流
が
心
に
残
っ
た
よ
う
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
一
生
の
思
い
出
に
な
っ
た
と
書
か
れ
て

い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
場
所
、
メ
ニ
ュ

ー
、
対
象
者
な
ど
が
異
な
る
形
で
海
辺
の
自

然
学
校
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
参

加
者
達
に
は
好
評
で
あ
り
、
沖
縄
の
港
湾
空

間
を
活
用
し
た
自
然
体
験
学
習
・
エ
コ
ツ
ア

ー
の
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
格
好
と
な
り
ま
し
た
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
今
後
も
こ
う
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
地
域
に
密
着
し
た
形
で
実

施
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、

自
然
環
境
の
創
出
・
再
生
と
い
っ
た
ハ
ー
ド

面
だ
け
で
な
く
こ
う
し
た
ソ
フ
ト
面
の
活
動

も
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

学生自ら運営を担当

シーカヤックを楽しむ小学生

スノーケリングに挑戦する参加者

●
運
天
港
（
二
月
二
十
八
日
）

●
平
良
港
（
二
月
二
十
九
日
）

●
石
垣
港
（
三
月
六
・
七
日
）





畜産基盤再編総合整備事業

伊江支所は、旧伊江港タ－ミナルの１
階東側の一角に設置されており、連絡
先は下記のとおりです。
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　米国同時多発テロ事件を契機として
ＩＭＯ（国際海事機関）において海事分
野のテロ対策の強化について検討が重
ねられ、海上人命安全条約（ＳＯＬＡＳ
条約）の改正並びに船舶及び港湾につ
いてのテロ対策についてハード、ソフ
ト両面からの保安措置を具体的に規程
した国際コード（ＩＳＰＳコード）が採
択され、平成16年７月１日から効力が
発生することとなっています。
　同条約によると、対象とする国際航
海に従事する旅客船又は総トン数５０
０トン以上の旅客船以外の船舶につい
ては、旗国が実施するＩＳＰＳコード
に基づく検査に合格し、発行される船
舶保安証書を所持していなければ７月
１日以降、航行できないことになります。
　ちなみに、対象となる日本船舶につ
いては、県内では３隻がこれに該当し
ております。
　運輸部においては、７月１日から効
力を発する同条約の適正な運用に向け、
平成16年３月11日から12日にかけて国
土交通省の担当者を講師に招いて、事
務担当者を対象に説明会を開催しました。
　具体的な内容については、例えばハ
ード面においては、船舶自動識別装置（Ａ
ＩＳ）や警報装置等の早期導入、また、
ソフト面においては船舶内の立入制限
区域の設定、　船内巡回の実施、部外者
の出入りのチェック等を内容とする船
舶保安計画の策定及び船舶、会社双方
に保安職員の配置を義務づける等の所
要の措置を講ずることについて説明が
ありました。
　さらに座学のあと、今回対象となる
有村産業（株）のクルーズフェリー「飛
龍21」に乗船し、船上での説明会も行わ
れました。
　なお、条約発効後は寄港国は監督を
行い、要件を満たしていない船舶があ
る場合は入港を拒否し、また、船舶が港
内にある場合でも出港停止等の強制措
置を講ずることができるようになります。

　経済産業部では、昨年に引き続き、

発明の日の 4月 18 日に県民広場にお

いて、小中学生を対象に「楽しく物

作り、明日の発明キングも夢じゃない」

をテーマとした「発明の日子どもフ

ェア」を開催しました。

　本フェアでは、子ども達に対し発

明の重要性、知的財産権制度の必要

性について理解を深めることを目的に、

親子で参加する「親子もの作り教室」

や廃品となった家電製品を分解する「機

械分解コーナー」など多彩なプログ

ラムを実施し、多くの子ども達の参

加で盛り上がりました。

　特に、小学校4年の時に発明したペ

ット用糞取りスコップを商品化し、

会社の社長として活躍している丸野

遥香さん（現在高校生）を招いた意

見交換の会場では、遥香さんの発明

のエピソードや苦労話に、参加した

子ども達も興味津々に聞き入ってい

ました。

　経済産業部では将来沖縄からも自

分の発明品を基に企業を興し、沖縄

の産業界を背負う人材が育つことを

期待するとともに、今後もこのよう

なフェアを開催し、子ども達の無限

の可能性を伸ばして行きたいと思い

ます。

　平成 16年３月 12日、久米島町比嘉

において畜産基盤再編総合整備事業に

より「久米島新家畜市場」が竣工され

ました。

��竣工式では主催者の挨拶、事業経過

報告に続き、当局農林水産部長（代読）

から、「本施設を地域畜産発展の拠点

として、肉用牛生産が一層活発に展開

されますよう期待しております。」と

祝辞をのべました。

　旧家畜市場は、地域の肉用牛振興に

多大な役割を果たしてきたものの、設

置以来 28 年を経過し施設が老朽化し

たこと、また肉用牛の飼養頭数が

2,270 頭（平成 15年 12 月末現在）ま

で増加し（平成２年は 1,131 頭）、平

成 22 年度までの町の畜産振興計画の

2,610頭の達成が見込まれることから、

上場頭数の増加に伴い現施設が狭小と

なったこと、更に周辺地域の宅地化や

リゾート施設が隣接したことにより地

域環境との調和の維持が困難となった

ことから本事業により移転・新設され

たものです。

� �新市場は、国、県等の補助を受け、

２億８千３百万円の事業費をかけて１

万平方メートルの敷地に、つなぎ舎（1,100

)、売り場棟(311 )、繋宿舎(900

)等が整備されました。従来の家畜

市場の約２倍の規模となったことに加

え、３施設の間に誘導レールをつり下

げ、競りにかける牛の誘導時間の短縮

や事故の未然防止が図られるシステム

と競り値の精算・集計を処理する最新

機器が導入されました。

　式典へ参加したＪＡ久米島肉用牛生

産部会長の山城和満さんは「このよう

なすばらしい施設ができ農家はたいへ

ん喜んでいる。この施設に負けないよ

うに農家もすばらしい牛をつくるよう

努力していきたい」と喜びと抱負を述

べました。

運　輸　部 経 済 産 業 部 農 林 水 産 部
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　去る４月26日（月）、伊江島で国営

土地改良事業「伊江地区」（4 月 1 日

着手）の開所式が国営土地改良事業推

進協議会会長である島袋伊江村長、前

川農林水産部長ら関係者が集まり挙行

されました。

　伊江支所は支所長・調整係長・用地

補償係長・設計係長・工事係長の５名

体制でのスタ－トとなっています。「伊

江地区」の誕生までの歩みは、地域開

発調査（平成７～８年度）・地区調査（平

成９～１２年度）・�全体実施設計（平

成13～15年度）の各調査期間を経て、

着手の運びとなったものです。

　「伊江地区」については、総事業費（国

営）250億円・地下ダムの有効貯水量

754 千 m・用水路 8.3 ｋｍ等の施設計

画で平成16年度～平成25年度までの

工期で計画されています。現在は法手

続中であり、順調に進めば７月中旬頃

に事業計画の確定となる見込となって

います。平成 16 年度予算は 987 百万

円であり、事業計画確定後に地下ダム

の試験工事発注を予定しています。

　「貯蓄から投資へ」の証券市場の構

造改革のもと、投資家が証券取引を行

うことのできる場の拡充・多様化を図り、

より身近な場所で証券取引ができるこ

とを目的として、平成16年 4月 1日に

証券仲介業制度が新たに導入されました。

証券仲介業とは、証券会社等（証券会

社又は登録金融機関）の委託を受けて、

その証券会社等のために、㈰有価証券

の売買等の媒介、㈪有価証券の募集若

しくは売出しの取扱いを『業』として

行うもので、法人・個人を問わず内閣

総理大臣の登録を受けて営むことがで

きます。証券仲介業者の業務内容は、

取引の勧誘等の事実行為に限定され所

属証券会社等の代理権は有しません。

また、顧客からの金銭や有価証券の預

託を受け入れることも禁止されています。

　証券仲介業を行うに当っては、申請

される方の主たる営業所等の所在地を

管轄する財務局長（主たる営業所の所

在地が沖縄県内の場合は沖縄総合事務

局長）の登録を受ける必要があります。

登録申請に関しては、証券会社等との

間で証券仲介業に係る業務委託契約を

締結しておくことなどが必要ですので、

契約締結先となる証券会社等に事前に

ご相談ください。詳しくは、証券取引

法や証券仲介業に関する内閣府令等関

係法令をご確認ください。

　また、証券仲介業者を通じ有価証券

の取引を行う投資家の皆様におかれま

しては、その仲介業者が法令に基づい

た登録を受けた業者であるかどうか確

認することが大切です。証券仲介業者

には、仲介業者の営業所等に登録番号

などを記載した標識を掲示することが

求められています。また、取引の際に

所属証券会社等の商号などを明示する

ことも義務付けられています。登録証

券仲介業者の確認については、登録を

行った財務局において「証券仲介業者

登録簿」の縦覧ができるほか、金融庁

のホームページにおいても証券仲介業

者の一覧を掲載する予定ですのでご参

考にしてください。

　平成 16年３月 30日付けで沖縄総合

事務局長に就任した竹林義久局長が、

３月31日に着任し沖縄総合事務局職員

に対し就任挨拶を行いました。

　竹林局長は就任挨拶の冒頭で、沖縄

との関わりについて、旧沖縄開発庁で

大臣秘書官、企画課長などを経験したが、

現地勤務は初めてなので、「初心に戻

った気持ちで、みなさんと一緒に仕事

をさせていただくつもりです。」と述

べました。

　更に、二つのお願いとして、一点目

に「沖縄県内における沖縄総合事務局

の存在意義を高めるために尽力して欲

しい」と述べ、その具体化のためとして、

「行政側として県民に対する説明責任

が強く求められていることから、自分

の担当する業務の県民への影響を常に

考えながら業務を行う。」とともに、「地

方公共団体との関わりのある部局にお

いては、オープンマインドで、相手方

の言い分をよく聞き、理解した上で、

対応を考え、相手にきちんと説明し、

理解してもらう努力を行う。」ことを

挙げました。

　二点目は、「沖縄総合事務局職員は

約 1,050 名余の大所帯ではあるが、一

体感をもち、横の連携を図り、各部協

調しながら沖縄総合事務局としての存

在意義を高めるための努力をお願いし

たい。」と述べました。

� �最後に、「いろいろな意見を出し合

い議論をしながらいい政策を講じるこ

とのできる風通しがよく、しかも楽し

く仕事ができる雰囲気づくりに努力し

ていきたいので、職員全員の協力をお

願いします。」と述べました。

農 林 水 産 部 財　務　部 総　務　部

竹林義久新局長が

職員へ就任挨拶
土地改良総合事務所

伊江支所開設

改正ＳＯＬＡＳ条約・ＩＳ
ＰＳコードに関する説明会
について

「久米島新家畜市場」

が�竣�工「発明の日子どもフェア」

開　催

証券仲介業制度の導入
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県
外
か
ら
の
企
業
誘
致
は
、
沖
縄
の
産
業
振

興
に
お
け
る
重
要
課
題
の
一
つ
で
す
。
内
閣
府

と
し
て
も
、
沖
縄
県
は
じ
め
地
元
自
治
体
の
企

業
誘
致
活
動
を
支
援
す
べ
く
、
沖
縄
の
魅
力
あ

る
投
資
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、
沖
縄
振
興
特

別
措
置
法
に
基
づ
く
経
済
特
区
の
創
設
、
賃
貸

工
場
や
各
種
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整

備
等
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
県
外
の
企
業
・
経
営
者
に
お

い
て
、
沖
縄
の
投
資
環
境
、
特
に
国
内
唯
一
の
税

制
優
遇
措
置
が
あ
る
経
済
特
区
に
関
す
る
認
知

が
十
分
で
は
な
い
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
内
閣
府
と
し
て
は
、
沖
縄
振
興
計
画
の

三
年
目
で
あ
る
今
年
を
沖
縄
の
自
立
型
経
済
の

構
築
に
向
け
て
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
し
て
い
く
年
と

位
置
付
け
て
い
る
観
点
か
ら
、
沖
縄
県
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
投
資
環
境
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
て
い

ま
す
。
最
近
の
取
組
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　
先
ず
は
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
と
い
う
方

針
の
下
、
内
閣
府
及
び
沖
縄
県
は
、（
社
）
日
本
経

済
団
体
連
合
会
（
以
下
、
経
団
連
）
に
対
し
て
現

地
視
察
ミ
ッ
シ
ョ
ン
派
遣
を
要
請
。
宮
原
賢
次

副
会
長（
＝
住
友
商
事

会
長
）を
団
長
に
Ｉ
Ｔ
、

バ
イ
オ
、
電
子
素
材
製
造
業
及
び
金
融
等
の
国

内
ト
ッ
プ
企
業
の
役
員
ク
ラ
ス
二
十
二
名
で
構

成
さ
れ
た
視
察
団
は
、
特
別
自
由
貿
易
地
域
の

賃
貸
工
場
、
各
種
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設

及
び
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
建
設
予
定
地

等
を
視
察
し
ま
し
た
。
視
察
後
、
経
団
連
幹
部
会

に
お
い
て
宮
原
団
長
か
ら
、
亜
熱
帯
地
域
の
生

物
資
源
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
産
業
の
振
興
が
有

望
で
あ
る
こ
と
、
東
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
経
済
圏

の
中
心
で
あ
る
と
い
う
地
政
学
的
特
性
や
豊
富

な
若
年
者
労
働
力
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
続
い
て
内
閣
府
は
、
沖
縄
県
は
じ
め
地
元
自

治
体
と
連
携
・
協
力
し
て
、
県
外
企
業
約
五
十
社

の
実
務
者
レ
ベ
ル
で
構
成
さ
れ
る
投
資
環
境
評

価
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
。
特
別
自
由
貿
易

地
域
を
は
じ
め
と
す
る
沖
縄
の
投
資
環
境
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
今
後
の
投
資
環
境
改
善
に
役

立
て
る
と
と
も
に
、
新
た
な
企
業
誘
致
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
企

業
の
多
く
か
ら
、
税
制
優
遇
措
置
、
賃
貸
工
場
や

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
等
で
投
資
コ
ス
ト

が
削
減
で
き
る
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
内
閣
府
は
、
国
内
製
造
業
一
万
社
を
対

象
に
、
今
後
の
新
規
事
業
展
開
、
沖
縄
経
済
特
区

の
認
知
度
及
び
沖
縄
の
投
資
環
境
に
対
す
る
評

価
等
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
投

資
環
境
の
周
知
を
図
り
、
投
資
環
境
の
改
善
に

役
立
て
新
た
な
企
業
誘
致
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

か
ら
、
沖
縄
経
済
特
区
の
知
名
度
が
低
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
一
方
で
、
今
後
の
投
資
先

と
し
て
沖
縄
が
選
択
肢
の
一
つ
に
な
り
う
る
と

の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
構
造
改
革
特
区
や
地
域
再
生
特
区
に
対
し
て

全
国
的
な
注
目
が
集
ま
る
中
で
、
沖
縄
県
は
、
沖

縄
経
済
特
区
の
優
位
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、新
聞
、

経
済
誌
、
機
内
誌
、
テ
レ
ビ
特
別
番
組
及
び
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://biz-

o
k
i
n
a
w
a
.
c
o
m

）
等
を
総
合
的
に
活
用
し
て
メ
デ

ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
で

集
中
的
な
広
報
を

実
施
し
ま
し
た
。

内
閣
府
と
し
て
も
、

沖
縄
特
別
振
興
対

策
調
整
費
に
よ
る

補
助
を
行
い
ま
し

た
。
期
間
中
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア

ク
セ
ス
件
数
は
わ

ず
か
一
ヶ
月
で
一

万
件
を
超
え
る
反

響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
従
前
よ
り
稲
嶺
知
事

自
ら
が
積
極
的
な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
活
動
を
行

っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
去
る
三
月
三

日
に
は
経
団
連
の
定
例
理
事
会
に
出
席
し
、
二

百
社
を
超
え
る
国
内
ト
ッ
プ
企
業
の
役
員
に
対

し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
沖
縄
へ

の
企
業
誘
致
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
組
に
加
え
て
、
今
年
度
か
ら
は

新
た
に
沖
縄
県
が
、
バ
イ
オ
産
業
を
観
光
、
Ｉ
Ｔ

に
次
ぐ
沖
縄
第
三
の
基
幹
産
業
に
育
成
す
べ
く
、

先
端
バ
イ
オ
技
術
を
持
つ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

誘
致
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
内
閣
府
と
し
て
も
、

沖
縄
特
別
振
興
対
策
調
整
費
を
活
用
し
て
バ
イ

オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
研
究
開
発
支
援
事
業
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
は
依
然
と
し
て
全
国

最
低
の
所
得
水
準
と
全
国
最
悪
の
失
業
率
を
抱

え
て
お
り
、
次
代
を
担
う
沖
縄
の
若
者
に
夢
を

与
え
る
雇
用
の
創
出
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
内

閣
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
沖
縄
県
は
じ
め
地

元
自
治
体
と
連
携
・
協
力
を
図
り
な
が
ら
企
業

誘
致
活
動
を
粘
り
強
く
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

平成16年4月1日付けで沖縄総合事務局組織規則等の一部が改正されま
した。主な変更内容は下記のとおりです。

沖縄総合事務局農林水産部消費・安全課と食糧課は、平成16年4月1日（木）
から、那覇市西の西庁舎から那覇市前島のふそうビルへ移転いたしま
したのでお知らせいたします。

沖縄総合事務局農林水産部
消費・安全課（3Ｆ）

電　話：098－866－0156
ＦＡＸ：098－866－0671

沖縄総合事務局農林水産部
食糧課（9Ｆ）

電　話：098－866－0155
ＦＡＸ：098－867－4001

長崎県出身　50歳

　成田一郎� 前沖縄総合事務

局長の転任に伴い、平成 16

年 3 月 30 日付けで沖縄総合

事務局長に竹林義久氏が就任

した。

　昭和51年九州大学法学部卒業。同年総理府入府、平

成 3年公害等調整委員会事務局審査官、同年総務庁北

方対策本部参事官、平成 5年総務庁統計センター管理

部管理課長、平成 6年総務庁人事局高齢対策課長、平

成9年総務庁青少年対策本部企画調整課長、平成11年

沖縄開発庁総務局企画課長、平成13年内閣府迎賓館次

長、同年内閣府大臣官房参事官（人事課）、平成 15年

内閣府賞勲局総務課長を歴任後現在に至る。

沖縄総合事務局長に

が就任

竹�林　義�久�氏
たけ���ばやし�　�よし　��ひさ

長崎県出身　51歳

　溝内俊一� 前開発建設部長

の転任に伴い、平成 16 年 4

月 1日付けで開発建設部長に

佐藤浩孝氏が就任した。

　昭和50年九州大学工学部卒業、昭和52年東京都立大

学大学院工学研究科修了。同年運輸省入省、平成 9年

運輸省第三港湾建設局境港湾空港工事事務所長、平成

10年運輸省港湾局付（ヴィエトナム国政府に派遣）、平

成12年運輸省東京航空局飛行場部長、平成14年内閣府

沖縄振興局振興第三課長を歴任後現在に至る。

沖縄総合事務局
開発建設部長に

が就任

佐�藤　浩�孝�氏
さ　��とう　　　ひろ　�たか

開発建設部に新たに地方計画室が設置され

ました。また、港湾・空港工事検査官に替えて

港湾空港情報管理官が、営繕監督室に替えて

営繕監督保全室がそれぞれ設置されました。

地方計画室は、都市行政、住宅行政及び建築行政

に関する連絡に関する事務、建設業、建設関連業

等の許可及び登録に関する事務を行います。

港湾空港情報管理官は、港湾等の整備及び保全、

飛行場に関する土木施設の整備及び災害復旧並

びに海洋汚染防除に関する工事の検査等に関す

る事務、港湾等及び飛行場に関する気象等の情

報収集及び処理等並びに港湾の保安の確保に関

する事務などを行います。

営繕監督保全室は、営繕工事の施工に関する事務、

営繕工事に係る入札及び契約の技術的審査に関

する事務などを行います。

運輸部に新たに監査指導課が設置されました。

監査指導課は、道路運送の安全の確保に関す

る事務、貨物利用運送事業、道路運送事業及

び自動車ターミナル事業に関する監査及び

これに基づく指導並びに自家用自動車の使

用についての監査及びこれに基づく指導に

関する事務などを行います。

伊江村において国営かんがい排水事業を実

施するため、土地改良総合事務所の伊江支所

が設置されました。

那覇港湾空港工事事務所、平良港湾工事事務

所及び石垣港湾工事事務所の名称がそれぞ

れ那覇港湾・空港整備事務所、平良港湾事務

所及び石垣港湾事務所に変更されました。



  　
県
外
か
ら
の
企
業
誘
致
は
、
沖
縄
の
産
業
振

興
に
お
け
る
重
要
課
題
の
一
つ
で
す
。
内
閣
府

と
し
て
も
、
沖
縄
県
は
じ
め
地
元
自
治
体
の
企

業
誘
致
活
動
を
支
援
す
べ
く
、
沖
縄
の
魅
力
あ

る
投
資
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、
沖
縄
振
興
特

別
措
置
法
に
基
づ
く
経
済
特
区
の
創
設
、
賃
貸

工
場
や
各
種
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整

備
等
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
県
外
の
企
業
・
経
営
者
に
お

い
て
、
沖
縄
の
投
資
環
境
、
特
に
国
内
唯
一
の
税

制
優
遇
措
置
が
あ
る
経
済
特
区
に
関
す
る
認
知

が
十
分
で
は
な
い
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
内
閣
府
と
し
て
は
、
沖
縄
振
興
計
画
の

三
年
目
で
あ
る
今
年
を
沖
縄
の
自
立
型
経
済
の

構
築
に
向
け
て
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
し
て
い
く
年
と

位
置
付
け
て
い
る
観
点
か
ら
、
沖
縄
県
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
投
資
環
境
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
て
い

ま
す
。
最
近
の
取
組
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　
先
ず
は
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
と
い
う
方

針
の
下
、
内
閣
府
及
び
沖
縄
県
は
、（
社
）
日
本
経

済
団
体
連
合
会
（
以
下
、
経
団
連
）
に
対
し
て
現

地
視
察
ミ
ッ
シ
ョ
ン
派
遣
を
要
請
。
宮
原
賢
次

副
会
長（
＝
住
友
商
事

会
長
）を
団
長
に
Ｉ
Ｔ
、

バ
イ
オ
、
電
子
素
材
製
造
業
及
び
金
融
等
の
国

内
ト
ッ
プ
企
業
の
役
員
ク
ラ
ス
二
十
二
名
で
構

成
さ
れ
た
視
察
団
は
、
特
別
自
由
貿
易
地
域
の

賃
貸
工
場
、
各
種
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設

及
び
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
建
設
予
定
地

等
を
視
察
し
ま
し
た
。
視
察
後
、
経
団
連
幹
部
会

に
お
い
て
宮
原
団
長
か
ら
、
亜
熱
帯
地
域
の
生

物
資
源
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
産
業
の
振
興
が
有

望
で
あ
る
こ
と
、
東
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
経
済
圏

の
中
心
で
あ
る
と
い
う
地
政
学
的
特
性
や
豊
富

な
若
年
者
労
働
力
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
続
い
て
内
閣
府
は
、
沖
縄
県
は
じ
め
地
元
自

治
体
と
連
携
・
協
力
し
て
、
県
外
企
業
約
五
十
社

の
実
務
者
レ
ベ
ル
で
構
成
さ
れ
る
投
資
環
境
評

価
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
。
特
別
自
由
貿
易

地
域
を
は
じ
め
と
す
る
沖
縄
の
投
資
環
境
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
今
後
の
投
資
環
境
改
善
に
役

立
て
る
と
と
も
に
、
新
た
な
企
業
誘
致
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
企

業
の
多
く
か
ら
、
税
制
優
遇
措
置
、
賃
貸
工
場
や

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
等
で
投
資
コ
ス
ト

が
削
減
で
き
る
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
内
閣
府
は
、
国
内
製
造
業
一
万
社
を
対

象
に
、
今
後
の
新
規
事
業
展
開
、
沖
縄
経
済
特
区

の
認
知
度
及
び
沖
縄
の
投
資
環
境
に
対
す
る
評

価
等
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
投

資
環
境
の
周
知
を
図
り
、
投
資
環
境
の
改
善
に

役
立
て
新
た
な
企
業
誘
致
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

か
ら
、
沖
縄
経
済
特
区
の
知
名
度
が
低
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
一
方
で
、
今
後
の
投
資
先

と
し
て
沖
縄
が
選
択
肢
の
一
つ
に
な
り
う
る
と

の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
構
造
改
革
特
区
や
地
域
再
生
特
区
に
対
し
て

全
国
的
な
注
目
が
集
ま
る
中
で
、
沖
縄
県
は
、
沖

縄
経
済
特
区
の
優
位
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、新
聞
、

経
済
誌
、
機
内
誌
、
テ
レ
ビ
特
別
番
組
及
び
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://biz-

o
k
i
n
a
w
a
.
c
o
m

）
等
を
総
合
的
に
活
用
し
て
メ
デ

ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
で

集
中
的
な
広
報
を

実
施
し
ま
し
た
。

内
閣
府
と
し
て
も
、

沖
縄
特
別
振
興
対

策
調
整
費
に
よ
る

補
助
を
行
い
ま
し

た
。
期
間
中
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア

ク
セ
ス
件
数
は
わ

ず
か
一
ヶ
月
で
一

万
件
を
超
え
る
反

響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
従
前
よ
り
稲
嶺
知
事

自
ら
が
積
極
的
な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
活
動
を
行

っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
去
る
三
月
三

日
に
は
経
団
連
の
定
例
理
事
会
に
出
席
し
、
二

百
社
を
超
え
る
国
内
ト
ッ
プ
企
業
の
役
員
に
対

し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
沖
縄
へ

の
企
業
誘
致
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
組
に
加
え
て
、
今
年
度
か
ら
は

新
た
に
沖
縄
県
が
、
バ
イ
オ
産
業
を
観
光
、
Ｉ
Ｔ

に
次
ぐ
沖
縄
第
三
の
基
幹
産
業
に
育
成
す
べ
く
、

先
端
バ
イ
オ
技
術
を
持
つ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

誘
致
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
内
閣
府
と
し
て
も
、

沖
縄
特
別
振
興
対
策
調
整
費
を
活
用
し
て
バ
イ

オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
研
究
開
発
支
援
事
業
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
は
依
然
と
し
て
全
国

最
低
の
所
得
水
準
と
全
国
最
悪
の
失
業
率
を
抱

え
て
お
り
、
次
代
を
担
う
沖
縄
の
若
者
に
夢
を

与
え
る
雇
用
の
創
出
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
内

閣
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
沖
縄
県
は
じ
め
地

元
自
治
体
と
連
携
・
協
力
を
図
り
な
が
ら
企
業

誘
致
活
動
を
粘
り
強
く
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

平成16年4月1日付けで沖縄総合事務局組織規則等の一部が改正されま
した。主な変更内容は下記のとおりです。

沖縄総合事務局農林水産部消費・安全課と食糧課は、平成16年4月1日（木）
から、那覇市西の西庁舎から那覇市前島のふそうビルへ移転いたしま
したのでお知らせいたします。

沖縄総合事務局農林水産部
消費・安全課（3Ｆ）

電　話：098－866－0156
ＦＡＸ：098－866－0671

沖縄総合事務局農林水産部
食糧課（9Ｆ）

電　話：098－866－0155
ＦＡＸ：098－867－4001

長崎県出身　50歳

　成田一郎� 前沖縄総合事務

局長の転任に伴い、平成 16

年 3 月 30 日付けで沖縄総合

事務局長に竹林義久氏が就任

した。

　昭和51年九州大学法学部卒業。同年総理府入府、平

成 3年公害等調整委員会事務局審査官、同年総務庁北

方対策本部参事官、平成 5年総務庁統計センター管理

部管理課長、平成 6年総務庁人事局高齢対策課長、平

成9年総務庁青少年対策本部企画調整課長、平成11年

沖縄開発庁総務局企画課長、平成13年内閣府迎賓館次

長、同年内閣府大臣官房参事官（人事課）、平成 15年

内閣府賞勲局総務課長を歴任後現在に至る。

沖縄総合事務局長に

が就任

竹�林　義�久�氏
たけ���ばやし�　�よし　��ひさ

長崎県出身　51歳

　溝内俊一� 前開発建設部長

の転任に伴い、平成 16 年 4

月 1日付けで開発建設部長に

佐藤浩孝氏が就任した。

　昭和50年九州大学工学部卒業、昭和52年東京都立大

学大学院工学研究科修了。同年運輸省入省、平成 9年

運輸省第三港湾建設局境港湾空港工事事務所長、平成

10年運輸省港湾局付（ヴィエトナム国政府に派遣）、平

成12年運輸省東京航空局飛行場部長、平成14年内閣府

沖縄振興局振興第三課長を歴任後現在に至る。

沖縄総合事務局
開発建設部長に

が就任

佐�藤　浩�孝�氏
さ　��とう　　　ひろ　�たか

開発建設部に新たに地方計画室が設置され

ました。また、港湾・空港工事検査官に替えて

港湾空港情報管理官が、営繕監督室に替えて

営繕監督保全室がそれぞれ設置されました。

地方計画室は、都市行政、住宅行政及び建築行政

に関する連絡に関する事務、建設業、建設関連業

等の許可及び登録に関する事務を行います。

港湾空港情報管理官は、港湾等の整備及び保全、

飛行場に関する土木施設の整備及び災害復旧並

びに海洋汚染防除に関する工事の検査等に関す

る事務、港湾等及び飛行場に関する気象等の情

報収集及び処理等並びに港湾の保安の確保に関

する事務などを行います。

営繕監督保全室は、営繕工事の施工に関する事務、

営繕工事に係る入札及び契約の技術的審査に関

する事務などを行います。

運輸部に新たに監査指導課が設置されました。

監査指導課は、道路運送の安全の確保に関す

る事務、貨物利用運送事業、道路運送事業及

び自動車ターミナル事業に関する監査及び

これに基づく指導並びに自家用自動車の使

用についての監査及びこれに基づく指導に

関する事務などを行います。

伊江村において国営かんがい排水事業を実

施するため、土地改良総合事務所の伊江支所

が設置されました。

那覇港湾空港工事事務所、平良港湾工事事務

所及び石垣港湾工事事務所の名称がそれぞ

れ那覇港湾・空港整備事務所、平良港湾事務

所及び石垣港湾事務所に変更されました。






